
マツ類を加害するキクイムシについて*

野 淵 輝(1)

I はじめに

キクイムシ科 Sco\ytidae は森林害虫・果樹害虫として重要な種類を数多く含んでいるが，体が小さく

形態上の特徴があらわれにくい 3 図鑑その他解説書に記述されている種類は全種の 1/4 にすぎず，完全な

検索表もごくかぎられた属にのみ作られているような現状にあるつこのため，ほとんどの種類は原記載に

より同定しなければならず，非常に不便であるだけでなく間違って同定される危険が多い。

マツ類に寄生するキクイムシはまだ分類学上検討を必要とする種類も含まれるが，近年，マックイムシ

の被害が各地で現われており，共同研究，発生消長調査事業のような組織によって調査研究に努力がはら

われているので，この機会にこれらの種類を取りまとめ，林業実務家の参考に供しラ従来の不便を取りの

ぞきたいの

アカマツ，クロマツに寄生するキクイムシはかなり詳しく調べられているが， 5 葉松に寄生する種類は

十分調査されているといえないちしかし， 5 葉松から記録されている種類が， 2 葉松に穿入加害すること

も考えられるので，チョウセンゴヨウマツを含めた在来の Pinus 属から記録されているキクイムシ 52種

類(第 1 表)について，できるだけ平易な検索表を作札また原記載を集めることの困難なものが多いの

で，再記載した。従来使用されてきた学名の変更を必要とする種類には新しい学名を用いた。同時にラ分

布，寄生樹種の新知見の記録も加えた。

キクイムシ科の研究をするにあたり，種々ご指導とご援助いただいている Prof. Dr.Karl E. SCHEDL, 

林業試験場北海道支場井上元則博士に対し深謝の意を表するつ林業試験場産野保護部長，日塔昆虫科長は

じめ昆虫科の方々の研究遂行にさいし種々ご便宜を寄せられたことに対し謹んでお礼申しあげる。

E マツ類に寄生するキクイムシの検索表料

1. 頭部は前胸背板によって完全に遮蔽されることなく，背面より見える(第 1 図)0 ....・ H ・......・ H ・ ...2

頭部は前胸背板によって完全に遮蔽され，背面から見えない(第 2 図〉。………・…ー….....・H ・ ...15

2. 複眼は中央で離れヲ 2 部分からなる(第 3 図)0 触角の球梓部は押圧され，扇平で 1 節からなる(第

(6 図)0 ....・ E ・-…・・ E ・ E ・..……………………………...・H・.............・……………………………………… 3

複眼は分割されない(第 4 ， 5 図)。触角の球梓部はふくらみ，数節からなる(第 7 図)。……… 6

3. 麹鞘の列間部には 1 列tこ並んだ小額粒突起をそなえる。…・…・・

……………キソキクイムシ Polygraphus kisoensis NIIJIMA 麹輸

の列間部には 1 列に並んだ小穎粒突起をそなえない。……………………………………・……………… 4

* キクイムシ科の研究，第 5 報
*平均Ileborus 属の雄は含まれない。

(1)保護部昆虫科昆虫第 2 研究室
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第 1 表 マツ類を加害するキクイムシとその寄生樹種

Scolytid-beetles injurious to pines and their host pines. 
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マツノカパイロキクイムシ 。 。 。

めlurgoρs g，シlabratus (ZE甘ELSTE'廿)
マツノス キクイムシ 。 。 。
H. interstitialis (CHAPUIS) 
ニホンカパイロキクイムシ 。
Hylastes niponicus MURAYAMA 
マツノホソキクイムシ 。
H. attenuatus ERICHSON 
マツノホソスジキクイムシ 。
H. parallelus CHAPUIS 
マツノヒロスジキクイムシ 。

BHケla.sミptolpuジhmabgeカuus s BLANDFORD キクイムシ 。 。
brevilうilosus EGGERS 

マツノコキクイムシ 。 。
B. minor (HARTIG) 
マツノキクイムシ 。 。 。

B. ρ'iniperda (LINNEﾋ) 
アカマツネノキイムシ 。
Hylurgus ligniperda (F ABRICIUS) 
キソキクイ ムシ 。
PolygraPhus kisoensis NnJIMA 
メアカンキクイムシ
P. meakanensis NnμMA 

トドρウro，マxヒZtIツzノu ノキクイムシ 。
P. Proximus BLANDFORD 
ト キクイムシ 。
P. subopacus THOMSON 
トウヒノホソキクイムシ 。 。
Crypturgus pusillus (GYLLENHAL) 
カパイロホソキクイムシ 。
C. tuberosus Nn]IMA 
トウヒノネノキクイムシ 。
Dryocoetes autograjうhus (RA TZEBURG ) 
ツガアトマルキクイムシ 。
D. brevipilosus 孔1URAYAMA
ノ\イマツアトマ/レキクイムシ 。
D. pini NII]IMA 
アトマルキクイムシ 。

D.7fマugツicoアlliトs EGGERS 
アカ アマルキクイムシ 。
D. uniseriatus EGGERS 
ヤマトキクイムシ 。
Poecil争S j，ヲapキononicus EGGERS 
ケブカ クイムシ 。
P. 叫叫bilus (BLANDFORD) 

アカマツノ sコoキbloクイムシ
Hypothenemus oblongus Nrr]IMA 

。

ナガサキコキクイムシ 。
H. peritus BLANDFORD 
キイロコキクイムシ 。 。
Cryphalus fulvus NII]IMA 
フノレカワコキクイムシ
cネrypツhalus furukawai 乱1URAYAMA

カコキクイムシ 。
C. jeholensis MURAYAMA 

~ 士、 仏ι 出<

ト EJ同S 4 
ト :ー也担H 、

、ャ i官きミ 且・判ミ~ミ= s 

く且吋 A且;

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。



マツ類を加害するキクイムシについて(野淵) - 3 ー
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カラマツコキクイムシ 。 。 。CrYPhalus laricis NUJrMA 

トドマツノコキクイムシ
。

C.ρiceae (RATZEBURG) 
ハンノキキクイムシ

。 。
Xylosandrus germanus (BLANDFORD) 

ツヤadzナtmシキクイムシ
X. adumbratus BLANDFORD 

。 。

ニレザイノキクイムシ
。

Xyle!Jorus a，ザpi，イcaノlisキBクLAイNムDFORD 
アカマツ シ

。
X. aquilus BLANDFORD 

クヲノキクイムシ 。
X. atratus ErCHHOFF 

オキノキクイムシ 。
X. festivus ErCHHOFF 

アカクピキクイムシ 。
X. rubricollis ErCHHOFF 

サクセスキクイムシ
。

X. s2xeseni (RATZEBURG) 

サイホクキクイムシ
。

X. septent円ionalis NUJIMA 

ハンノスジキクイムシ
。 。 。X. seriatus BLANDFORD 

トドマツオオキクイムシ
。 。 。 。X. validus ErCHHOFF 

トウヒノヒメキクイムシ 。 。
Pityo，ρhthorus jucundus BLANDFORD 

ホシガタキクイムシ
。 。 。 。Pityogenes chalcogra，ρhus (LrNNﾉ) 

オンveタolaケtu キクイムシ
P. foveolatus EGGERS 

。 。

マツノムツパキクイムシ
。 。

Ips acuminatus (GYLLENHAL) 

マツノオオキクイムシ
。 。

1. cembrae (HEER) 

マツノトゲキクイムシ
。

1. multidentatus MURAYAMA 

トサキク イムシ
。 。1. tosaensis MURAYAMA 

ヤツパキクイムシ
。 。1. typogra片山 (LrNNÉ)

マツノツノ aキngクulaイtu ムシ
Orthotomicus angulatus (ErcHHoFF) 

。 。 。

マツカワノキクイムシ
。 。 。O. proximus (ErCHHOFF) 

ホンスンキクイムシ
。 。 。 。O. suturalis (GYLLENHAL) 

4. 体はやや大きい (2.5-3.2mm)。触角の中関節は 6 節からなる(第 6 図〉。……………ー……… 5

体は小さい(1.6-2.4mm)。触角の中関節は 5 節からなる。・

トヴヒノキクイムシ PolygraPhus subo_ρ'acus THOMSON 

5. 麹輸は太短く，幅は長さの 2/3，点列部は不明りょう。食痕は複検孔。…・・

-トドマツキクイムシ Po，か'lJraphus ρroximus BLANDFORD 
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第 1 図マツノキクイムシ

BlastQ�hagus pini砂erda (LINNÉ) 。

-
• 

第 2 図ヤツパキクイムシ

Ips lypogra.ρhus (LINNÉ) 。

第 3 図 トドマツキクムシ，複眼第4 図ヤツパキクイムシ，複眼第5 図 キイロコキクイムシ，複眼

Polygraphus proximus 
BLANDFORD , eye. 

Ips tyþogra，ρhus (LINNÉ) , eye. Cryphalus fulvus 

NIIJIMA , eye. 

第 6 図 トドマツキクイムシ，触角 第 7 図 マツノスジキクイムシ，角虫角

Polygraphus proximus BLANDFORD , antenna. Hyl抑留oρs interstitialis (CHAPUIS) , antenna. 

麹翰はやや細長く，幅は長さの 1/2，点、列部は明りょう。食痕は不規則縦干し。・…

・H ・ H ・.....・ H・メアカンキクイムシ PolygraPhus meakanensis NlIJIMA 

6. 麹輸の基縁は小頼粒突起列をそなえ，湾曲する(第 1 図)。…………....・ E ・-・・・……………… .-.------7

麹輸の基縁は小類、粒突起列をそなえず，ほぼ直線状をなす。......・H ・.....一…...・ H ・ ..--..........--.--.10

7. 麹鞘は光沢強く，列間部に剛毛を疎生する。前胸背板は長さより幅広い(第 1 図)。…..-・H・--… 8

麹鞘は表面粗造で光沢弱く，列間部に剛毛を密生する。前胸背板は長さより幅狭い。.



マツ類を加害するキクイムシについて(里子淵) -5 ー

...・ H・...アカマツネノキクイムシ Hylurgus lig梓争erda (F ABRICIUS) 

8. 麹鞘斜面部の第 2 列間部は凹み，小額粒状突起と毛をそなえない(第 8 図)0 ・ H ・ H ・.....・H ・.....・H ・ ..9

麹鞘斜面部の第2列間部は凹まず，短い毛をもった小頼粒状突起をそなえている(第 9 図〉。……

第 8 図 マツノキクイムシ，趨鞘斜面部

BlastoPhagus piniperda (LINNÉ) , 
elytral declivity. 

・マツノコキイムシ Blastoρhagus minor (HARTIG) 

第 9 図 マツノコキクイムシ，趨鞘斜面部

Blastophagus minor (HARTIG) , 
elytral declivity. 

9. 麹鞘列間部の剛毛は長く， 1 列に並ぶ。体は大きい (4.0-5.0 mm)o ・…・

…マツノキクイムシ Blastoρhaglts piniperda (LINNﾉ) 

麹鞘列間部の剛毛は短く，不規則に並んでいる 3 体は小さい (3.2-3.7 mm)o ..... 

…………ーケミジカキクイムシ BlastoPhagus brevipilosus EGGERS 

10. 前腕背板の側縁は前方に強く狭まり，前方でくびれ，その長さは幅より短い(第 10 図)。第 3 鮒節

は第 2 附節より明らかに幅広い(第12図〉。………・…………………...・H・-……………...・H ・.....・H ・ ..11

前胸背板の側縁は中央部付近がふくらみ，前後に弱く狭まり，その長さは幅より長いかあるいは等

しい(第11図ト第 3 附節は第 2 附節と等幅かわずかに広がる(第13図)、…………......・H ・.....・H ・ ..13

第10図 マツノスジキクイムシ，前胸背板
Hylurgops interstitialis (CHAPeJS). prothorax. 

第12図マツノスジキクイムシ，尉節

Hylurgops inferstitialis (CHAPUIS) , tarsus. 

己
第11図 マツノホソスジキクイムシ，前胸背板
Hylastes parallelus CHAPUIS , prothorax. 

第13図 マツノホソスジキクイムシ，樹節
Hylastes parallelus CHAPUIS , tarsus. 
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11. 麹鞘は黄金色と白色の鱗毛をそなえ，これにより不規則な白色の斑紋を形成するう.

・・ H ・ H・ニホンカパイロキクイムシ Hylu得。ρs ni�onicus MURAYAMA 

麹鞘は黄金色の鱗毛をそなえるが，白毛の鱗毛と斑紋をそなえない。…...・H ・.....・H ・.....・H ・..……12

12. 前胸背板の点爽lはほぼ同じ大きさのものからなる(第14図〉。麹翰列間部の剛毛は短く，第 23日J

間部は斜面部において凹まない。…マツノカパイロキクイムシ Hylurgoþs glabratus (ZETTERSTE廿)

前胸背板の点、刻は大小 2 種類の大きさのものからなる(第15図)。麹鞘列間部の悶IJ毛はより長く

第HU間部は斜面部において隆起せず，他の列間部に比して凹んだように見える。

マツノスジキクイムシ Hylurgo，ρs interstitialis (CHAPUlS) 

09~O 
OQ_o_p;:'O 
ovcro:~oþ 
b9"O_Oo 
235L80 
。〉

第14図 マツノカパイロキクイムシ

前胸背板の点刻

Hylurgo声's glabratus (ZETTERSTETT) , 
punctation on prothorax. 

Qb<Qtj.
むな-gidQ
0 ・Ò~o~9OOh.Q・ ~O・'.~O、.0 ・
009:び

第15図 マツノスジキクイムシ

前胸背板の点、刻

Hylurgo，ρs interstitialis (CHAPUIS) , 
punctation on prothorax. 

13. 体は大きい (4.5mm内外)。前頭は竜骨状の縦突起をそなえる(第 16 図)。・

マツノホソスジキクイムシ Hylastes �arallelus CHAPT.:IS 

体は小さい (2.0-3.0mm)o 前頭は竜骨状突起をそなえない(第17図ト...・H ・ H ・ H ・.....・H ・H ・ H ・ ..14

第16図 マツノホソスジキクイムシ，頭部前面 第17図 マツノヒロスジキクイムシ，頭部前面

的lastes �arallelus CI-IAPUIS , Hylastes �lumbeus BLANDFORD , 
head , frontal aspect. head , fron tal aspect. 

14. 麹鞘列間部の剛毛は基部より先端部まで 1 列に並ぶ。・

マツノホソキクイムシ Hylastes attenlωtus ERICHSON 

麹鞘列間部の剛毛は不規則な 2 列に並ぶ。……一一

・マツノヒロスジキクイムシ Hylastes �lumbeus BLANDFORD 

15. ，J、服薬片の先端，内側には多くの細い剛毛をそなえている(第四図)。材中に穿入する

(ambrosia-beetles) ， ρ ンノスゾキクイムシは樹皮下に共同孔を作る養菌甲虫。……………………16

小腿葉片の先端，内側には幅広い突起状の岡IJ毛をやや疎にそなえている(第 19 図)。樹皮下に穿孔

する (bark-beetles) , トウヒノヒメキクイムシは枝先の木部に穿入するが， アンプロシア菌とは関

係ない弓………ー……-……...・H・..…...・ H ・.....・ H ・-……...・H ・.....・ H ・.....・ H ・......・ H ・H ・ H ・..…..……25



マツ類を加害するキクイムシについて(野淵) - 7 ー

第18図 クワノキクイムシ，小限

Xyleborus atratus EICHHOFF , maxi lla. 
第四図 マツノムツパキクイムシ

I�s acuminatus (GYLLENHAL) , maxilla. 

16. 前肢基節禽はたがいに広く離れる(第 20 図)ぅ前胸背板の基部中央(小楯板の直前)には小毛

束をそなえる。...・H ・...........-..・ H・-・…ハンノキキクイムシ Xylosandorus germanus (BLANDFORD) 

前肢基節鵠はほとんどくつついている(第 21 図〕。前胸背板の基部には小毛束をそなえないヲ…17

,... 
", 11' 

第20図ハンノキキクイムシ，前胸腹面

持losandrus germanus (BLANDFORD) , 
prosternum , ventral aspect. 

第21図 トド 7 ツオオキクイムシ，前胸腹面

Xyleborus validus EICHHOFF , 
prosternum , ventral aspect. 

17. 前胸背板の後半部は微刻をそなえ，点刻をそなえない。………一

…・・アカクピキクイムシ Xyleborus rubricollis EICHHOFF 

前胸背板の後半部は点刻をそなえ，簸刻をそなえない。………………...・H ・..……...・H ・H ・H・-……18

18. 小楯板は幅狭く，竜骨状をなす(第 22 図)。・

………………………サクセスキクイムシ Xyleborus saxeseni (RATZEBURG) 

小楯板は幅広く， 3 角形あるいは半円形をなす(第 23 図)。…………...・H ・.....・ H ・.....・ H ・…・…・・ 19

第22図 サクセスキクイムシ，小楯板

均leborus s，似eseni(RATZEBURG) ， scutellum. 

第23図 トドマツオオキクイムシ，小楯板

Xyleborus validus EICHHOFF , scutellum. 

19. 麹鞘斜面部の外後縁は竜骨状に縁取られる(第 24 図)。・H ・H ・ H ・H・..…・…-・…………・・...・ H・-……20

麹鞘斜面部の外後縁は竜骨状に縁取られない。...・H・....……………H ・ H ・...・ H ・-・…....…一-…・・ .22
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第24図 トドマツオオキク

イムシ，主主鞘斜面部

Xylebor叫S 世alid担s EICHHOFF , 

林業試験場研究報告第 185 号

20. 前胸背板の長さは幅よりはるかに大きいの………………一…

..オキノキクイムシ Xyleborus festivus EICHHOFF 

前胸背板の長さは幅より短いか，あるいはわずかに長い。……21

21. 前胸背板は先端に狭まるの………・

日トドマツオオキクイムシおIleborus validus EICHHOFF 

前胸背板は均一に丸まりラ前方に細くならない。.

・・アカマツザイノキクイムシ Xyleborus aquilus BLANDFORD 

22. 前胸背板の後半部には明りような大きい店刻をそなえる。……23

elytral declivity. 前月旬背板の後半部には不明りような小さい点刻をそなえ答。…24

23. 体は大きい C3.0mm)。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁は中央部から前方に弱く狭まり，体

前縁近くで急に強く丸まるの材中に穿孔する。・…・クワノキクイムシ Xylebo叩s atratus EICHHOFF 

は小さい C2.5mm)。前胸背板の長さは幅とほぼ等しく，側縁は中央部からじよじょに狭まる。樹

皮下で共同孔を作る。...・H ・..…...・H・..………ノ、ンノスジキクイムシ Xyleborus seriatus BLANDFORD 

24. 前胸背板の長さは幅より大きい。麹鞘は太短く，斜面部は趨鞘の中央部から始まり，第 1 列間部の

上端にノト突起をそなえる。………………一-ニレザイノキクイムシ Xyleborus aρicalis BLANDFORD 

前面背板の長さは幅より短い。麹鞘は細長く，斜面部は中央部の後方から始まり，第 171J間部に 3

個，第 3 列間部には 2-3 個の小突起をそなえる。...・H・....……………・・………サイホクキクイムシ

Xyleborus seρtentrionalis NIIJIMA，ツヤナシキクイムシ Xyleboru$ adumbratus E.LANDFORD 

25. 前胸背板は全国に点刻をそなえ，鱗片状の突起をそなえない。触角の中間節は 2 節。…...・H ・..…26

前胸背板は前半部にj鱗状突起をそなえる。触角の中関節は 3 節以上(第 25 図〉。…...・H ・....……27

26. 麹輸の第1， 3 , 5 , 7~IJ間部にはノl、穎粒列をそなえる。…………

…カノ守イロホソキクイムシ Cryρturgus tuberosus NII]IMA 

麹鞘の列間部には穎粒をそなえないっ…・・

・・トウヒノホソキクイムシ Crypturgus pusillus CGYLLENHAL) 

27. 体は鱗毛におおわれるヲ前胸背板は大きな鱗片状突起をやや疎にそなえる(第 26 図)0 ...・ H ・..…28

体は鱗毛におおわれない。前胸背板は細かい鱗片状突起を密にそなえる(第 2 図ト……...・H ・ ..34

第25図 マツカワノキクイムシ，触角

Orthotomicus proximus CEICHHOFF) , antenna. 

、.‘

, -~、，
.J ......... ~、‘

J 

、ー、( -、・、

第26図 キイロコキクイムシラ前胸背板

Cry，ρhalus fulvus NII]IMA , prothorax. 

28. 麹鞘の列間部は非常に密な鱗毛におおわれ， 1 ~IJに並んだ長毛をそなえる。...・H ・..…...・H ・-……29

麹輸の列間部は 171)に並んだ鱗毛をそなえ，ナガサキコキクイムシでは，さらにその両側に 2 ， 3 
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の鱗毛をそなえる。…...・H ・.....・ H ・H ・H・..……………...・H ・.....・H ・.....・H ・..……...・ H・..…………………32

麹鞘の列間部は粟粒状の突起列をそなえ，点列部は広く，深く凹む。...・H ・.....・H ・.. 29. 

Cr)少halus lari�:is NIIJIMA ………...・H ・..…...・H・..カラマツノコキクイムシ

麹鞘の列間部は突起列をそなえず，点列部は狭く，弱く凹む。……………...・H・-一…………・……30

体はやや細長い。麹鞘先端はじよじょに狭まる。前頭には竜骨状の横突起をそなえない。 .. 30. 

Cryphalus piceae (RATZEBURG) 日トウヒノコキクイムシ

体はより太く短い。麹鞘先端は急に強く丸まる。雄の前頭には竜骨状の横突起をそなえる(第 27

図)。・……・・…………・・・……・・・…………………………・・・…・・・…・・・・・・…・・・……・・・…………………………31

体は黄褐色，雄の前頭にある竜骨状突起の上方は平坦か，わずか31. 

に凹む。……キイロコキクイムシ CηPhalus fulvus NIIJIMA 体は

褐色ないし黒褐色今雄の前頭の竜骨状突起の上方は多少降起す

る。…ネツカコキクイムシ Cryphalusjeholensis MURAYAMA 

麹斡列問書Bには小額粒列をそなえているラ...・H ・-32. 

….....・ H・-・・マツノコキクイムシ Hypothenemus oblongus NIIJIMA 

キイロコキクイムシ

頭部
Cryρhalus fulvu$ NIIJIMA , 

male , head. 

第27図題鞘列間部には額粒列をそなえない。…………………...・H・..…33

体は大きい(1.8mm)。触角の中関節は 5 節からなる。麹鞘列問33. 

部は 1 列に並んだ鱗毛とその両側に 2 ， 3 の鱗毛を生ずる。・

..ナガサキコキクイムシ Hypothenemus peritus BLANDFORD 

体は小さい(1.3- 1. 5mm)。触角の中関節は 4 節からなる。麹鞘列間部は 1 列に並んだ鱗毛

…・・フノレカワコキクイムシ Cryρhalus furukawai MURA YAMA をそなえる。

前胸背板後縁は細く縁取られる。後胸前伊~l板はほとんど麹輸におおわれるヲ.34. 

トウヒノヒメキクイムシ Pity，φhthorus jucundus BLANDFORD 

前胸背板後縁は縁取られない。後胸前側板は幅広い今…一……………...・H・..……・…・……...・H ・ ..35

麹鞘の斜面部は隆起するか，かすかに凹み，歯あるいは顕著な突起をそなえない。…...・H・....・ H ・ 3635. 

麹鞘の斜面部は裁断されるか，会合線に沿って幅広く凹み，明りような歯あるいは突起をそな

える(第 30-33 図)。・H ・ H ・.....・ H ・H ・H・-……H・ H ・-…...・H ・.....・ H・-………H ・ H ・......・H ・..…...・H ・..…42

体は細長い。背面の隆起はやや弱い。...・H・......・H ・..……...・ H・-・…………...・H・.......・H ・...・ H・-・… ..3736. 

体はより太く短い。背面の隆起はより強い。……...・H・..…...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…...・H ・.....・H ・ ..38

体は細長い。麹鞘は前胸背板の 2 倍の長さをもち，点列部の点刻は大きい。37. 

-ヤマトキクイムシ Poecil，争s japonicus EGGERS 

体はより短い。麹輸は前胸背板の1.5倍の長さを有し，点列部の点刻は小さい。

Poeì:il争S 担ubilus (BLANDFORD) ーケブカキクイムシ

38. ;麹轄の列間部は大小 2種の大きさの点爽lを 2 3'司jそなえるう.

…ツガアトマルキクイムシ Dryocoetes brevipilosus MURA Y AMA 

麹鞘の列間部は基部を除きほぼ同じ大きさの HIJに並んだ点刻をそなえるロ…………"'!'・H・-…39

39. 体は大きい (3.0mm以上)。…………ー…………………...・H ・ H ・ H・-…………一一…………………40

体は小さい (3.0mm以下〉。…………'"・H・..……………………………………………………………41
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40. 前頭は縦隆起線をそなえるの麹鞘斜面部の点刻は小さい。...・H ・-

…………アトマルキクイムシ Dryocoetes rugicollis EGGERS 

前頭は縦隆起線をそなえない。麹鞘斜面部の点刻は大きく明りょう。...・H ・

……トウヒネノキクイムシ Dryocoetes autogra.ρhus (RATZEBURG) 

41. 体はやや大きい (2.4-2.7mm) 0 麹鞘斜面部の列間部には細点刻列を有する。…・

..……・・・・ H ・ H ・-・・・ハイ 7ツアトマルキクイムシ Dryocoetes pini NIIJIMA 

(本は小さい (2.0mm)。麹鞘斜面部の列間部には粟粒状突起列を有する。一

……アカマツアトマルキクイムシ Dryocoetes uniseriatus EGGERS 

42. 麹輸の先端縁は腹面において麹端から離れる(第 28 図〉。斜面部は裁断される 3 ・ H ・H ・..…...・H ・ ..43

麹輸の先端縁は腹面において麹端に接する(第 29 図)。斜面部は裁断されない。・・・・H ・ H ・.....・H ・ ..50

第28図マツノオオキクイムシ

麹鞘，腹部先端，腹面

Ips cembrae (HEER) , apical parts of 
elytra and abdomen , ventral aspect. 

第29図オンタケキクイムシ

麹鞘，腹部先端，腹面

Pityogenes joveolatus EGGERS , apical parts 
of elytra and abdomen , ventral aspect. 

43. f本は大きい (3.0mm以上)0 ...・ H ・..…...・H ・.....・ H ・...・ H・-……・…...・H ・.....・ H ・ H ・ H ・-………'"・H ・ ..40

体は小さい (3.0mm以下)ョ…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H・-………H ・ H・-…….........・・…...・ H ・..…44

44. 趨鞘斜面部側方は 3 歯をそなえ，雄ではその第 3歯が長く，先端2 分する(第 30 図〉。…・……

ーマツノムツバキクイムシ Ips acuminatus (GYLLENHAL) 

斜面部側方には 4 個以上の歯をそなえる(第 31-32 図ト…...・H ・.....・H ・.....・H ・-…………...・H ・ ..45

/ 

第30図 マツノムツパキクイムシ，雄，麹翰斜面部

砂s acuminatus (GYLLENHAL) , 
male , elytral declivity. 

第31図 マツノオオキクイムシ，麹鞘斜面部

Ips cembrae (HEER) , elytral declivity. 

45. 体は大きい (4.0mm以上)。麹鞘斜面部は斜めに裁断され，後方はゆるく反転する(第 31 図)。…46

体は小さい (4.0mm以下λ 麹鞘斜面部は垂直に裁断され，後縁はほとんど反転しない(第 32 図)。

・・…47

46. 麹輸は長く，長さは幅の約1.6 倍， ~J間部には明りような点刻をそなえ，斜面部側方には長毛
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第33図 トサキクイムシ，雄，惣鞘斜面部

Ips tosaensis MVRAYAMb , 
male , elytral declity. 

第32図 マツノツノキクイムシ，雄，麹鞘斜面部

Orthotomicus angulatus (ErCHHOFF) , 
male , elytral declivity. 

を有する。前頭には癖起をそなえない。...・H ・......・ H・..…マツノオオキクイムシ Ips cembfae (HEER) 

麹輸は短く，長さは幅の約1.3倍，列聞き~は後方を除き点刻されず，斜面部はほとんど無毛。前頭

には 1 個の癌起を有する。...・H・H ・H ・..………...・H・..……ヤツパキクイムシ Ips typograPhus (LrNNﾉ) 

体はやや大きい (3.5mm内外〉。触角の球梓部の敏は中央部が突出し，凸弧状(第 25 図)δ 麹鞘斜

面部後縁は波状をなす(第 32 図)。……………....・H・.....・H・ H ・H ・..…..........・H ・-…....・ H・-一…………48

体はやや小さい (3.0mm内外〉。触角の球梓部の織は直線状。麹鞘斜面部の後縁は波状をなさ

ない。…...・H ・.....・H ・-‘・・・H ・ H・..…………ホンスンキクイムシ Orthoto似たus suturqlis (GYLLENHAL) 

体はやや長いっ麹鞘の列間部はやや広く，斜面部は上面の狭まった円形で，周辺の歯は 2列(第 3248. 

Orthotomicus angulatus (ErCHHOFF) 図〉。……...，......・ H ・-…… H ・ H ・.....・ H・-マツノツノキクイムシ

体はやや短い。麹鞘の列間部は狭く，斜面部は正円形で，周辺の歯は上部において 1 列。.

-マツカワノキクイムシ Orthotomicus proximus (ErcﾌIHOFF) 

麹鞘斜面部には尖った 3歯をそなえる(第 33 図)。…トサキクイムシ Ips tosaensis MURAYAMA 49. 

麹鞘斜面部には多数の歯をそなえるう……

I�s multidentatus MURA Y AM.軆 ...・H・-・マツノトゲキクイムシ

麹鞘のJ点要Ij部は明りょうで大きな点刻からなる。雄の斜面部の第2歯は長く，下方lに湾曲する。.50. 

-オンタケキクイムシ Pityogenes-joveolatus EGGERS 

下方に湾曲することはな麹輸の点、列部は不明りょうで小さな点家tlからなる。斜面部の歯は短く，

い0 ・ H ・H ・-…...・H ・.....・ H ・.....・H ・..…...・H・-・ホシガタキクイムシ Piりogenes chalcographus (LINNﾉ) 

載ヨ
」

=
=
目

の種E 

Hylurgop8 glabratu8 (ZETTERSTEIT) , 1828 

Faun. Ins. 'Lappon , p.343 

体長は 4.5-5.5mm，体形は長楕円形で，体色は光沢の少ない赤褐色ないし黒褐色。 口器，触角，附

節は淡褐色。体表面は短毛を密にそなえる。

頭部は密な点刻と短毛におおわれる。前頭はかすかに隆起し，上部には半円形の浅い凹みをそなえ，先

端には短い竜骨状突起を有し，その両側は浅く凹み，小額粒と点刻を密布し，短毛を生ずるつ複眼は長楕

円形，前縁は凹みをそなえない。触角の中関節は 7 節からなり，球梓部は卵形で圧せられることなく， 4 

節からなるの前胸背板の長さは幅より短く，中央部において最大幅となり，側縁は後方に弱く，前方に強

47. 

マツノカパイロキクイムシ1. 

円
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く狭まり，前縁近くでくびれ，前縁は弱く丸まる。背面は前方がわずかに凹み，中央縦隆起線は明りょう，

全面にほとんど同じ大きさの点刻を密にそなえ，側方にはIJ、頼粒を有する。ノj、楯板は楯形，表面は少し隆

起し，粗造で短毛を有し，光沢はない。麹鞘の基部は前胸背板より幅広く，その長さは幅の約1.6倍，基

縁は弱く曲がり，細長いノj、突起列をそなえ，伊lIJ縁は基部より麹鞘長の 2/3 のところまでほぼ平行か，ある

いはごくわずか後方に広がり，その後方は先端にゆるく丸まる。背面は小楯板周辺部が凹み，基部には

細長い突起を有する。点列部は狭く，深く凹み，ややノl、さいが明りような点刻と短毛をそなえ， ~J間部は

広く隆起し，横微をそなえ，短毛を密生するラ斜面部は鱗毛を密生し，列間部にやや大きい頼粒と 1 列に

並んだ短毛をそなえる。各列間部はほぼ同様に隆起する。

分布:北海道，本弁1，九州，シベリア，樺太，満州，朝鮮，台湾，欧州。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，ヒメコマツ，ハイマツ，トドマツ， トウヒ，エゾマツ。

新記録: 2 頭，北海道大雪山，ハイマツ， 1963年 6 月，高橋慶二郎採集。

さきに指摘したように(野淵， 19印)本種は日本ではかなり珍らしい種類のようで，マツノスジキクイ

ムシ， ケナガエゾキクイムシ Hylurgoρs long~ρilis REITTER , トランスパイカルキクイムシ H. trans_ 

baicalicus EGGERS と混同視されてきたようである。しかし，これらの種類はすべて前面背板の点刻が均

ーな大きさでなく，大小 2 種の大きさであったり，不均一な大きさであり，また麹鞘斜面部の毛列はより

長い毛からなる勺また，本チト|中部亜高山帯のトウヒに寄生する種類は形態的に本種と若干相違点があり再

検討を必要とする勺

2. マツノスジキクイムシ Hy[urgops interstitialis (CHAPUJS) , 1875 

Ann. Soc. Ent. Belg., 18, p.195 

体長は4.2-5.2mm。体形は長楕円形で，体色は光沢の弱い赤褐色ないし黒褐色3 背面は短毛を密にそ

なえる円

頭部はやや細かい点刻と短毛をそなえる。前頭はわずかに隆起し，ノj、頼粒状突起，点刻，短毛をそな

え，上部には半円形の浅い凹みをそなえ，下部には竜骨状の縦隆起線を有し，この隆起線の両側は浅く凹

む。複11良は長楕円形で前縁は凹まない。触角の中関節は 7 節よりなり，球科部はほぼ卵形で圧せられず，

4 節からなる。前胸背板の長さは幅より短く，中央において最大幅となり，側縁は前方に強く，後方に弱

く狭まる。背面は前縁の少し後方がわずかに凹み，中央縦隆起線は明りょうで，短毛と大小 2種の大きさ

の点刻を筏布し，側方には小頼粒状突起をそなえる。小楯板は半円形で，表而はわずかに隆起し，多少光

沢がある。麹鞘の基部は前胸背板より幅広く，長さは幅の約1.5倍，基縁はゆるく弧状をなし，細長い突

起列を有し，側縁は麹輸長の 2/3 までわずかに広がり，その後方は弱く丸まる。背面は小楯板周辺がわず

かに凹み，基部には細長い突起をそなえ，点列部は狭く，明りように凹み，やや大きい点刻をそなえ，列

間部はやや狭く，隆起し，横簸を有し，前半部には短毛を生ずるが，後半部には密な鱗毛と頼粒上に生じ

たやや長い毛列を有する。斜面部の第 2~J間部は隆起することなく，第 1 ・ 2 列間部より低い。

分布:北海道，本州，四国，九州，シベリア，カムチャッカ，満州，台湾。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツヲゴヨウマツ， ヒメコマツ， クロマツ， トウヒ， カラマ

ツ。

食痕型:不規則縦孔。

新記録: 17頭，北海道蛾虫，ヒメコマツ， 1956年 5 月 10 日，野淵輝採集。新潟港，北海道よりの移入



マツ類を加害するキクイムシについて(野淵) - 13 

カラマツ材， 1958 年 7 月 17 日， Y. NA，MIKATA 採集。 1 頭，鳥取，クロマツ， 1963 年 8 月 15 日， K. 

FUJIOKA 採集。

本邦各地でかなり普通に発見でき ， Hylurgops im咜ator REIτTER をシノニムとする。

3. ニホンカパイロキクイムシ Hylurgops niponicus MURAYAMA , 1936 

Tenthred , 1 , 2,: p.123 

体長は3.7-4.4inm。体形は長楕円形で，体色は黒色，前頭先端，複眼，前胸背板前縁，麹鞘，脚は赤

褐色，口器，触角は黄褐色。体表面は短毛あるいは鱗毛におおわれる『麹鞘は白色と黄金色の鱗毛を群状

にそなえ，これにより不規則な白色斑紋を形成する。

頭部は点刻と短毛を密にそなえるつ前頭はわずかに隆起し，点刻はやや疎で小さいう上部に隆起部をそ

なえ，その下方は半円形に凹み，中央には長い縦隆起線をそなえ，下部は押圧され，長毛をそなえる。複

眼は長橋円形で前縁はえぐられない。触角の中関節は 7 節よりなり，球梓部は卵形，圧せられることな

く， 4 節からなる。前胸背板の長さは幅より短く，側縁は前方にやや弱く丸まり，前縁近くでくび、れる。

背面はやや隆起し，前方 1/3 の付近で弱く圧せられ，中央縦隆起線は明りょうで長い。表面はやや小さい

点刻と短毛を密にそなえ，側方の点刻は大きし基縁の剛毛は幅広く鱗毛状となる。小楯板は丸く，表面

は粗造。麹鞘は前胸背板の基部より幅広く，長さは幅の約1.5倍3 基縁は弧状をなし，細長い突起列をそ

なえ，側縁は中央部の少し後方までほぼ平行し，その後方はゆるく丸まる。背面は小楯板の周辺において

凹み，基部には細長い突起を不規則にそなえ，点列部は狭く凹み， ~J間部は広く，隆起し，横簸状をてい

し，小頼粒とノl、点刻をそなえ， 1~Jに並んだ短毛を生じ，黄金色と褐色の鱗毛を不規則に密にそなえるが，

基部はやや疎になる。斜面部の列間部は隆起し， 1列に並んだ小額粒と毛をそなえるが第2列間部はこれ

を欠き，凹む。

分布:本州。

加害樹種:ヒメコマツラアオモリトドマツ， トウヒぅ

新記録: 2頭，群馬県尾瀬， トウ1:， 1952年 8 月 12日，加藤幸雄採集o 3 頭，長野県徳本峠，アオ毛リ

トドマツ， 1958年9 月 9 日，野淵輝採集。

4. マツノホソキクイムシ Hyl俍tes attenllatus ERICHSON , 1836 

Arch. f. Nat., 1, p. 50 

体長は2.0~2.3mm。体は細長く，褐色で，細毛におおわれる 3 触角と脚は赤色。

頭部は細点刻を密にそなえ，光沢のない黒色。前頭は隆起し，口吻の基部は平坦で，条講をそなえ，先

端は凹圧される。前胸背板の長さは幅よりかろうじて短い。側縁はわずかに丸まる。背面は低く，大きな

点刻におおわれ，中央線は弱く隆起し，赤禍色でやや光沢があり，細毛をそなえる。麹輸は円筒形で光沢

のない赤褐色，強い点刻溝をそなえ，列間部は弱く隆起し， 1 列に並んだ毛をそなえる。

分布:本州，満州，シベリア，欧州。

加害樹種:アカマツ，ハイマツ。

食痕型:単縦孔。

本種の標本を手にしえなかったので，上の記載は原記載のみによった。
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5. マツノホソスジキクイムシ Hylastes parallelus CHAPUIS. 1875 

Ann. Soc. Ent. Belg.. 18, p.196 

体長 4.5mm 内外。体形は長楕円形で，体色は光沢のない黒色ぅ口器，触角，附節は赤褐色。背面は疎

な毛におおわれる。

頭部は短く，口吻状に突出し，浅く大きな点刻を密布し，短毛を生ずる。前頭は弱く隆起し，上部は凹

圧され，中央縦起線は明りょう，やや小さい点刻と短毛をそなえる。触角の中間節は 7 節からなり，球梓

部は圧せられることなく，卵形， 4 節からなる包複眼は長楕円形，前縁はえぐられない。前胸背板の長さ

は幅より大きい。側縁は弱く前後に丸ま・るの背面は弱く隆起しヲ大きな点刻を密布するが，前方，倶.IJ方の

点刻は小さく，平滑な縦中央線をそなえる。小椋板は長卵形，細点刻をそなえる。麹鞘は前胸背板の基部

より幅広く，幅は長さの半分よりわずかに大きし基縁はごくわずか曲がるかあるいは一直線，側縁はほ

ぼ平行し，趨輸の長さの 2/3 から先端は漸次丸く狭まる。点列部は広く，後方は明りように凹み，点実IJは

大きく丸い。列間部は狭く隆起し，大きな横織と不規則な短毛列を有するが，後方には15'1Jに並んだ長毛

をそなえるの各脚の腔節の外方には11、突起列を有し，第 3 附節はかすかに広がるつ

分布:本州，四国，九州，台湾ウ

加害樹穫:アカマツ， トウヒの

食痕型:単縦干し。

本種をはじめ一見 Hylastes 属に類似したキクイゾウムシ科の穿孔虫が松材中に穿孔するが，腔節外方

に小突起列をそなえず 1 本の鋭く尖った長い突起を有することによって区別できる。

6. マツノヒロスジキクイムシ Hylastes plumbeus BLANDFORD , 1894 

Ann. Soc. Ent. Belg.. 18, p. 197 1875 (H. obscurus CHAPUIS) 
Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.57 1894 

体長は2.6-3.0mm今体形は長楕円形で，体色は光沢のない黒色ヲ口器，触角，鮒節は赤褐色。体表面

は疎な毛におおわれる。

頭部は短く口吻状に突出し，大きな点刻を密にそなえ，短毛を生ずるの前頭は弱く隆起し，その上部は

浅く凹み，口器上部は横帯状に弱く凹み，縦隆起線をそなえない。複眼は長楕円形で，前縁はえぐられ

ない。触角の中間節は 7 節からなり，球梓部は圧せられることなく，卵形で， 4 節からなるの前胸背板の

幅は長さより短い。偵IJ縁は中央部において最大幅となり，前後に狭まるの背面の中央縦隆起線は明りょう

で，点爽lは密で大きいが，前方，側方のものは小さくなり，全表面には短毛を生ずる内ノl、楯板は半円形，

表面は粗造。麹鞘は前胸背板の基部より幅広く，その幅は長さの半分より少し大きく，基縁はわずかに曲

がり，側縁はほぼ平行し，先端は弱く丸まる。背面の点列部は幅広く凹み，大きな点、亥IJからなり，列間部

は比較的狭く，隆起し，ノl、頼粒と不規則な横綴をそなえ，前半部には不規則な，後半部には 171Jに並んだ

毛を有する。腔節の外方には小突起列をそなえる。

分布. ，本弁[，四国，九州，シベリア，朝鮮，台湾，欧州。

加害樹種:アカマツ，ヒノキc

7. ケミジカキクイムシ Blastophαgus brevipilosus EGGERS , 1929 

Ent. Blätt., 25, p , 102 

体長は3.2-3.7mm。体形は長楕円形で，体色は黒色で光沢が強く， 口器，触角の中間節，鮒節は褐
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色っ体表面には疎らな毛を生ずる。

サメハダ状をなす。前頭の中央隆起線は明りょうで，その左右はわずかに凹頭部は小点刻を密布し，

み，やや小さい点刻と短毛を疎に有する。複眼は長楕円形。触角の中関節は 6節からなり，球梓部はふく

らみ， 4 節からなる。前胸背板の長さは幅より短く，側縁は前方に狭まり，わずかにくひ守れる。背面は前

縁の少し後方で弱く凹み，点刻と短毛におおわれ，中央には平滑な縦線をそなえる。小楯板は半楕円形。

麹輸は前胸背板の基部より幅広く，幅は長さの半分よりやや大きい合基縁は弧状をなし，小突起列をそな

える。側縁は基部より麹鞘の長さの 2/3 まで平行し，その後方はゆるく丸まる。背面基部には不規則な瓦

状片をそなえ，点列部はわずかに凹み，やや小さい点刻を並べ，列間部はやや幅広く，弱く隆起し，小点" 

刻と小穎粒列を有し，やや密な短毛を生ずる。斜面部の第 2列間部は弱く凹み，小額粒列を欠くう

分布. ，本州，支那。

ドイツトウヒ。加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，ヒメコマツ，オウシュウアカマツ，

食痕型:単縦孔。

Blastophagus 1f!.inor (HARTIG) , 1回4マツノコキクイムシ

Forstconvers., p.412 
8. 

,., 

体長は3.5-4.0mm。体形は長楕円形で，体色は光沢ある黒色で，口器，触角，鮒節は褐色。麹鞘が赤
• 

禍色の個体もある。体表面は疎らな短毛を生ずる。

頭部は小点刻におおわれ，サメハダ状をなす。前頭の中央隆起線は明りょうで，その両仮1]は少し凹み，

やや小さい点刻と短毛におおわれる。複眼は長楕円形で，前縁は凹まない。触角の中関節は 6 節からなり.

球梓部はふくらみ， 4 節からなる。前胸背板の幅は長さより大きい。側縁は前方に弱く狭ま以，わずかに

くびれる。背面の前方は少し凹圧され，全面にはやや大きな点刻と短毛をそなえ，中央部には平滑な縦線

を有する。小楯板は半楕円形。趨鞘は前胸背板より幅広く，幅は長さの半分より少し大きく，基縁はゆる

く弧状をなし，小突起列を有し，側縁は基部より麹輸の長さの 2/3 まで平行し，その後方はゆるく丸まる。

背面は基部に瓦状の小突起を有し，点列部はわずかに凹み，やや小さな点刻からなり，列間部は弱く隆起

し，やや幅広く，小点刻と 171Jに並んだ小突起と毛を有する。斜面部の第 23司j間部は凹むことなく，小突

起と毛努jをそなえる。

分布:本外1，四国，九州，シベリア，満州，朝鮮，支那，台湾，欧州l 。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，クロマツ。

食痕型. .複横孔。

マツノキクイムシ Blastophagus piniperda (LINNÉ) , 1758 

Syst. Nat. et., 10, p.563 

体長は4.0-5.0mm。体形は長楕円形で，体色は光沢の強い黒褐色ないし黒色で，口器，触角，鮒節は

赤褐色。趨革告が赤褐色になった個体もある。体表面は疎らな毛を有する。

頭部は小点刻を密布し，サメハダ状をなすっ前頭は隆起し，前方中央には不明りような縦隆起線をそな

え，粗点刻と短毛を有する。複眼は長楕円形で，前縁は凹みを欠く。触角の中関節は 6 節からなり，球梓

部はふくらみ， 4 節からなる。前胸背板の長さは幅より短く，倶l]縁は基部より中央部までほぼ平行し，前

中央には平滑な縦線を有す

る。小楯板は半円形合麹輸の幅は長さの半分よりわずかに大きく，前胸背板より幅広く，基縁は弧状をな

9. 

粗大な点刻と短毛をそなえ，方に狭まる。背面は前方に浅い凹陥部を有し，

}, 
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し，小突起列を有し，側縁は基部より麹鞘の長さの 2/3 までほぼ平行し，その後方は丸まる。背面の点列

部は弱く凹み，やや大きな点刻を有し， ~J間部はわずかに隆起し，ノl、点刻と織をそなえるが，後方には 1

~Jに並んだ小突起と毛を有し，第 23日j間部は斜面部においてわずかに凹み，毛列，小突起列を欠くう

分布:北海道，本弁'"四国，九州，樺太，シベリア， i耐札朝鮮，支那，台湾，欧州|。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，オウシュウアカマツ。

食痕型:単縦孔。

EGGERS (1943) は日本，北朝鮮から本種と前胸背板の形，惣輸の長さ，斜面部の傾斜を異にした

Blasto�hagus major EGGERS を新種として記載したが，後に SCHEDL (1946) は本種のシノニムとし

た。

10. アカマツネノキクイムシ Hylurgus ligniperda (F ABRICIUS) , 1792 

Ent. Syst.. 1, p. 367 

体長は 5.4mm。内外弓体形は長橋円形で，体色は光沢の少ない黒褐色。麹鞘はやや赤褐色味をおび，

口器，触角，鮒節は赤褐色。

頭部は密な点刻を有し，短毛を生ずるつ前頭は隆起し，下方には短い縦隆起線を有し，その上端は強く

突起し，この突起の上部両側は凹み，表面は小額粒と長毛におおわれる。複限は長楕円形で.前縁は凹ま

ない。触角の中間節は 6 節よりなり，球梓部は圧せられることなし 4 節からなる。前胸背板の幅は長さ

と等しく，側縁は後方において最も幅広く，ほぼ一直線状に弱く前方に狭まる。背面は前縁の少し後方が

弱く凹み，長毛と大きさの異なる点刻を密にそなえ，側方には小頼粒を有する。小楯板は半楕円形ぅ表面

は粗造。麹鞘の幅は長さの半分よりやや大きく，前胸背板の幅とほぼ等しし基部はゆるい弧状をなし，

細長い突起列をそなえ，側縁は基部より麹鞘の長さの 2/3 まで平行し，その後方は先端にじよじよに丸く

狭まる。背面は基部中央部の小楯板周辺において深く凹み，列間部はやや隆起し，粗造でノl、頼粒と長毛を

密生し，斜面部の点列部は狭く，深く凹み，点刻はノj、さく，列間部は広く，隆起し，ノl、頼粒と長毛を密生

する。第 2~J間部は隆起せず，第 1 ，第 371]間部より低いゥ第 3 鮒節は広がるう

分布 . ，本本判』町t十札|卜、

加害樹種:アカマツ勺

食痕型:単縦孔。

11. キソキクイムシ Polygraphus kisoensis NnJIMA , 1941 

Ins. Mats., 15 , 4, p. 131 

体長は2.2-2.6mm。体形は長楕円形で，体色は光沢の少ない黒色で，麹鞘斜面部は赤褐色，触角は黄

褐色，脚は黒褐色で腔節の先端，鮒節は黄褐色。体背面は密な鱗毛あるいは短毛におおわれる 3

頭部は光沢があり，強く密に点刻され，短毛を生ずる。前頭は隆起し，雄では 2 突起をそなえるう複眼

は 2 分される。触角の中間節は 6節よりなり，球梓部は圧せられ扇平で， 1 節からなり，長楕円形。前胸

背板の長さは幅より短い。側縁は丸く，前方に強く狭まる。背面は明りような中央線を有し，大きな点刻

と幅広い鱗毛を密にそなえる。小楯板は小さく，表面は粗造3 趨鞘の長さは幅の約1.5 倍で，基縁は小突

起列をそなえ，弱く丸まり，側縁はやや後方に広がり，麹鞘の長さの 2/3 付近より後方にじよじょに丸

まる。背面は基部に扇平な小突起をそなえ，点刻と鱗毛を密布し，点列部はわずかに見え，第 1 点爽l列は

凹み，列間部には小額粒列を有するう
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分布:本州，四国。, 
_, 加害樹種:アカマツ，ハイマツ，カラマツ，シキミ。

食痕型 z 放射孔。

メアカンキクイムシ Polygraphus meakanensis NIIJIMA , 

lns. Mats. , 15 , 4 , p. 131 

体長は2.5-2.8mmo 体は細長く，黒色で，光沢は少なく，触角，腔節の先端，附節は黒色。体背面に

1941 12. 

は鱗毛を密生する。

頭部は細かく密な点刻を有し，細毛を疎生し，口器上方は明りように凹み，雄では前頭に 2 突起をそな

える。触角の球梓部は大きく，先端は鈍く尖る。複眼は 2 分する。前胸背板の長さは幅より短い。背面は

中央縦隆起線をそなえ，大きな点刻と灰色の鱗毛を有する。麹輸は基部に頼粒をそなえず，細かく密に点

刻され，列間部は鱗毛をそなえ，点刻列は明りように認められ，第 15日j間部は斜面部で強く凹む。

分布:北海道。

加害樹種:ハイマツ。

食痕型:不規則縦孔。

タイプP標本を検したのみで，記載は原記載によった。

トドマツノキクイムシ Polygraphus proximu8 BLA:NDFORD , 1894 

Ttans. Ent. Soc. London. , 1894, p.75 

体長は2.7-3.2mm。体形は長楕円形で，体色は黒色，光沢少なく，麹鞘の斜面部は赤褐色。口器，触

13. 

寸
1

ド

a
R
ミ
R
J
a
-
-
E
F
-
v
s
t
a

司

d
向

i
i

・

t;;-et--

• 

叫

J
1

一
色

1
1
p
-
e
o

白

l
'
i
:
i
d
-
-

白

l
;

‘

.
1
?
J

、
，
，

・

4
.

，

f
I

角，脚は赤褐色ないし黄禍色。体背面には密な鱗毛を生ずる。

頭部は密に点刻され，短毛を生ずる。雌の前頭は平坦で，下方には弱い凹陥部を有じ，長毛を生ずる。

雄の前頭は 2 突起をそなえ，その下方に浅いが幅広い凹陥部を有しラ短毛を生ずる。触角の中間節は 6 節

からなり，球梓部は押圧され扇平で， 1 節からなり長精円形。前胸背板の長さは幅より短く，側縁は丸

く，前方に強く狭まる。背面は明りような中央縦線を有し，大きな点刻と鱗毛および短毛を密にそなえる。

小楯板は小さく，表面粗造。麹鞘は幅の約1.5 倍の長さをもち，基縁はわずかに丸まり，小突起列をそな

その後方は丸まる。背面は基部に小突起を疎にそな側縁は基部より麹鞘の長さの 2/3 まで広がり，え，

え，点刻列はやや不明りょうで，列間部には鱗毛を密生し，小額粒列を欠く 3

分布:北海道，本チlし四国，九州，樺太，シベリア，朝鮮。

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，モミ，アオモリトドマツ， トドマツ，エゾマツ，チョウセンハリモ

ミ，シキミ。

食痕型:複横孔。

トウヒノキクイムシ Polygraphus subopacus THOMSON , 1871 

Opuse. Ent., 4, p.393 

14. 

体長は1.6-2 .4mm。体形は長楕円形で，体色は光沢の弱い黒色，麹鞘の先端は赤褐色，触角は黄褐色

で口器，脚は赤褐色ないし黄褐色。体背面は密な鱗毛におおわれる。

ー頭部は密に点刻され，短毛を生ずる。前頭は雌では平坦で，点刻とやや長い毛を密にそなえる。雄では

2 個の突起をそなえ，その下方は凹み，点刻と短毛を有する。触角の中関節は 5 節からなり，球梓部は押

圧され扇平で， 1 節からなり，やや長い卵形で先端は尖る。複娘は 2 分される。前胸背板の長さは幅より
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短く，側縁の基部 1/3 はほぼ平行で，その前方は強く狭まる。背面は明らかな中央隆起線をそなえ，前縁

の少し後方において浅く凹み，全面に点刻と鱗毛を密布する。小楯板は小さし表面は粗造。麹鞘の長さ

は幅の約1.5倍で，基縁はわずかに曲がり，小突起列をそなえ，側縁は基部より麹輸の長さの 3/4 までわ

ずかに広がり，その後急に丸まる。背面の基部は疎な小頼粒をそなえ，点列部はやや明りょうで大きな点

刻をそなえ，列間部は密な鱗毛と小額粒列をそなえる。

分布:北海道，カムチャッカ，樺太，シベリア，朝鮮，満州，欧州、|。

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，ハイマツ，エゾマツ，アカエゾマツ。

15. トウヒノホソキクイムシ Cry]iturgu8 pU8illu8 (GYLLENHAL) , 1813 

Ins. Suce., 3 , 3 , p. 71 

体長は1.0- 1.3mm。体形は長楕円形で，体色は光沢ある黒色，口器，触角は黄褐色，脚は茶褐色。体

表面は疎らに短毛をそなえる。

頭部は細かいサメハダ状を呈する。前頭は弱く隆起し，小点刻を密布し，短毛を生ずる。触角の中間節

は 2節よりなり，球中早部は卵形。複眼は長楕円形で，前縁はえぐれる。前胸背板の長さは幅よりわずかに

短く，側縁は前後に狭まる。背面は一様に隆起し，サメハダF状をなし，明りような点刻と短毛をそなえる

が，瓦状突起を欠く。小楯板は半円形で，表面は隆起し光沢強い。麹輸は前胸背板の基部より幅広く，そ

の長さは幅の約1.6倍。側縁は基部より麹鞘の長さの 2/3 までほぼ平行し，その後方は弱く丸まる。背面

の点列部は幅広く，大きな点刻と短毛を有し，広く凹み， :J11間部は狭く，わずかに隆起し，小点刻とやや

長い毛をそなえる。

分布:北海道，本州，九州1，様太，シベリア，朝鮮，台湾，蒙古，欧州ヲ

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，シラベ， トドマツ， トウヒ，エゾマツ，アカエゾマツ。

食痕型:縦平孔。

16. カパイロホソキクイムシ Crypturgu8 tuber08u8 NIIJIMA , 1909 

Jour. Coll. Agr. , Tohoku Imp. Univ. , Sapporo , 3 , p.139 

体長はO.9- 1.2mm。体形は長楕円形で，体色は光沢の弱い赤褐色ないし黒褐色ぅ複眼は黒色。口器，

触角，脚は黄褐色。麹鞘はやや淡色。体表面は細毛におおわれる。

頭部は細かいサメハダ状をなす。前頭は隆起し，微小な点刻と短毛におおわれる。触角の中関節は 2

節。球梓部は卵形で先端尖る。前胸背板の幅は長さより狭く，側縁は中央部の後方から前後に丸く狭ま

る。背面は一様に隆起し，中央縦隆起線をそなえ，微細なサメノ、ダ状をなし，短毛と非常に細かい点、刻を

疎にそなえる。小楯板は半円形，表面は組造。麹輸は前胸背板の基部よりわずかに幅広く，その長さは幅

の約1.5倍，側縁は基部より麹輸長の 2/3 までほぼ平行かわずかに広がり，その後丸まるう点列部はやや

幅広く，大きな点刻を密にそなえ，短毛を生ずる。列間部は狭く，隆起し，不規則な横織をそなえ粗造，

短毛を生ずる。第 1 ， 3 , 5 , 7 :711間部先端には小額粒列を有する 3

分布:北海道，本州、1，樺太，シベリア。

加害樹種:アカマツ，ハイマツ，オウシュウアカマツ，トドマツ，エゾマツ，アカエゾマツ。
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マツ類を加害するキクイムシについて(野淵)

トウヒノネノキクイムシ

Forstinsekt., 1 : 1ω 

DryocoeteB autographuB RATZEBURG , 1837 

- 19 ー

体長は3.0-4.3.m mo 体形は円筒形で，体色は光沢の強い赤褐色ないし黒褐色。口器，触角，鮒節はや

や黄色を帯び，複限は黒色。体表面には疎な長毛を生ずる。

頭部はサメハダ状を呈し，細点刻と周囲部に小額粒とやや長い毛をそなえる。触角の中間節は 5 節よ

りなり，球梓部は短円形で，先半分はやや圧せられ，数条の敏をそなえる。前胸背板の表面は細かい瓦状

片と中央部より後方に点刻を密布し，周辺部には長毛を生ずる。小楯板は半円形，表面は平滑。麹輸は前

胸背板の基部よりやや幅広く，長さは幅の約1.5倍でぶIJ縁は基部より麹輸長の 2/3 までわずかに広がり，

その後方は丸まるの背面の点刻列は幅広く凹み，大きな点刻を並べる。列間部はやや隆起し，小点刻と後

方に長毛を 13日jに並べる。斜面部は会合線の両側において弱く隆起し，点列部の点刻は大きい。

分布 t 北海道，本1+1，九州，樺太，シベリア，朝鮮，欧州、|。

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，アオモリトドマツ，エゾマツ，アカエゾマツ， トウヒ，カラマツ。

食痕型:不規則叉状孔。

1959 年 7 月

23 日， K. T AKAHASHI 採集。 17頭，山梨県富士山，カラマツ， 1959年 9 月26-29日，青島清雄，林

1 頭，宮崎県，輝採集。新記録: 7頭，東京雲取山，カラマツ， 1田9年 5 月 5 日，野淵

康

夫採集。 1 頭，山梨県富士山， トウヒ， 19ôO年10月 4 日，野淵 輝採集雪

18. ツガアトマルキクイムシ DryocoeteB brevipiloBUB MURAYAMA , 1957 

Bull. Fac. Agr. Yamaguti Univ., 8. p.604 

体長は3.4-3.9mm。体形はほぼ円筒形で，体色は光沢ある茶褐色ないし黒褐色。口器，触角，脚は黄

褐色。複眼は黒色。体表面は疎らな長毛をそなえる今

頭部!の前頭は隆起し，中央隆起線をそなえ，密な小額粒と長毛におおわれ，雄では中央部が浅く凹む。

触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短円形で，先半分は圧せられ数条の織をそなえる。前胸背板の幅

は長さより大きく，基部近くにおいて最大幅となり，側縁は丸く，前方にゆるく狭まる。背面は隆起し，

細かい瓦状片を密にそなえ，前方，側方に長毛をそなえる。小楯板は小さく，半円形，平滑で光沢が強

い。趨輸は前胸背板より幅広く，その長さは幅の1.5 倍よりわずかに短く，仮IJ縁の基部 3/4 は平行で，そ

の後方は丸く狭まる。背面の点列部は大きく丸いが浅い点刻からなり， ~J筒部は幅広く，隆起し，基方に

は細い織をそなえ，大小 2 種類の大きさからなる不規則な 2 点刻列をそなえ，後半部には長毛をそなえ

る。斜面部の点刻は細かく，長毛をそなえ，会合線は隆起しない。

分布:本州。

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，コメツガ。

食痕型:単横孔。

19. ハイマツアトマルキクイムシ DryocoeteB pini NIIJIMA , l'筑ゆ

Jour. Coll. Agr. , Tohoku Imp. Univ., Sapporo , 3, 2 , p.152 

体長は2 .4-2.7mm。体形は長楕円形で，体色はやや光沢のある赤褐色ないし黒色。口器，触角，脚は

やや淡色。複眼は黒色。体表面は長毛におおわれる。

頭部の前頭はほぼ平坦で，密に点刻され，長毛を生じ，明りような縦隆起線をそなえる。複販は長楕円

形で，前縁に凹みを有する。触角の中関節は 5 節からなり，球梓部は短円形で，先半分は圧せられ，数条
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の微を有する。前胸背板の長さは幅よりわずかに長く，仮.IJ縁は基部から先端にじよじょに狭まるゥ背面は

小さい瓦状片と長毛におおわれ，基部中央部においてのみ点刻され，中央隆起線は不明りょうで基部から

中央部に伸びる今小楯板は半円形で平滑包麹鞘は前胸背板より幅広く，その長さは幅の約1.7倍で，側縁

の基方 2/3 はわずかに後方に広がるか，あるいは平行で，その後方は弱く狭まる。背面の点列部は狭く回

み，やや小さい点刻よりなれ短毛を有する今列間部は広く，弱く隆起し，やや大きな点爽l列と長毛をそ

なえる。

分布:北海道，本州、1，匹国，樺太ヲ

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，ハイマツ，ストロープマツ，モミ， ツブb\ エゾマツラ アカエゾマ

ツ，ドイツトウヒ，カラマツ，グイマツヨ

食痕型:平孔。

新記録: 12頭，青森県八甲田山ラハイマツ， 1957年10月 10日，野淵輝採集。 7頭，埼玉県栃木，ドイ

ツトウヒ， 1960年11月 7 日，野淵輝採集。

20. アトマルキクイムシ Dryocoetes rugicollis EGGERS , 1927 

Ent. Blätt. , 22 , p.137 

体長は 4.7mm 内外。体形は円筒形で，光沢ある赤褐色，麹鞘後半は少し黒味をおびラ複眼は黒色今体

表面は長毛におおわれる、

頭部は細かい織をそなえる。雌の前頭は中央上方にやや不明りような隆起線を有し，その下部には，]、さ

い平滑部をそなえ，その側方には非常に密な小頼粒と長毛を生ずる。雄の前頭は中央部が凹み，その上方

には中央隆起線をそなえ，光沢強く平滑で，隆起線の周辺は小点刻と疎な長毛をそなえ，複眼前方には小

頼粒を有する。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短円形で，先半部は圧せられ，数条の鍛を有す

る。前胸背板の長さはl隠に等しく，側縁は弱く丸まり，中央部のわずか後方で最大幅となる。後縁角は強

く丸まる。背面は隆起し，中央部の少し後方が突出するう表面はノj、瓦状片と長毛をそなえ，基部中央に小

点刻と両側部にノj、頼粒をそなえる勺小楯板は半円形。表面は少し隆起し，平滑で光沢が強い。趨鞘は前胸

背板の基部と等幅で，その幅は長さの 3/4 倍，仮1]縁はほぼ平行し，先端は強く丸まり，点、列部は狭く，大

きな点、刻と短毛をそなえ，第 1 点列部は浅く凹み，列間部はほとんど降起せず， 17iJの大きな点、爽!と長い

剛毛をそなえる。斜面部は丸く傾斜し，点列部は浅く凹み，点刻は小さく，列間部はやや幅広く， 1 列に

並んだ小耳目粒と長毛をそなえる弓

分布:北海道，本州，四国，千島，樺太，シベリア，支那ラ

加害樹種:ヒメコマツ，ハイマツ，アオモリトドマツ，シラベ， トドマツ，コメツガヲ トワヒ，エゾマ

ツラアカエゾマツ，ダケカンパ，イタヤカエデ，ハワチワカエデ。

新記録: 1 頭，東京雲取山，トウヒ， 1955年11月 24日，野淵輝採集ラ 15頭，山梨県富士山船津口 3合

目，トウヒ， 1950年10月 4 日，野淵輝採集。

21. アカマツアトマルキクイムシ Dryocoetes uniseriatus EGGERS , 1926 

Ent. Blätt. , 22, p .145 

体長は 2mm。体形は円筒形で，体色は光沢ある黄褐色。

頭部は軽く隆起し，非常に細かい点刻と長毛を有するう前胸背板は基部より中央部まで平行し，その前

方は狭まる。背面は中高でなく，一様に隆起し，中央線を有し，前半部は密な細かい瓦状片を有し，後半
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部は側方に細かい点頼粒をそなえ，中央には点刻をそなえるう麹輸は前胸背板より幅広く，ほぼ幅の 2倍

の長さを有し， '(目IJ縁は平行で，後方において幅広く丸まる。背面の点列部は凹まず大きな点刻よりなり，

列間部は点列部よりわずかに幅広く，細点刻を 13日jに有する勺斜面部は隆起し，点列部は凹まず，広がら

ず，列間部は 13司jに並んだ頼粒と長毛を有し，この長毛は基部の方に疎にかつ細くなる内

分布:北海道，本州，四国。

加害樹種:アカマツ

本種は検することができなかったので原記載によった。

22. ヤマトキクイムシ Poecilip8 japonicu8 EGGERS , 1926 

Ent. Blätt., 22 , p , 145 

体長は 2mm内外。体形は長楕円形で，体色は光沢のある黒褐色。口器，触角，脚は赤褐色。体表面は

疎毛におおわれる今

頭部は隆起し，光沢弱く，サメハダ状をなす3 前頭は細かいが密な点、刻と疎な長毛を有し，弱く隆起し

た中央縦線をそなえる、触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部はほぼ円形‘前胸背板の長さは幅より大き

し前縁は弱く丸まり，前後に狭まる。背面は一様に隆起し，中央隆起線をそなえ.表面はサメハダ状を

なし，ノl、瓦状片を*布し，基方にはノl、点、刻をそなえ，前縁部，側縁部には長毛をそなえる今小楯板は光沢

強く， Iまぼ半円形で，中高で平滑。麹鞘は前胸背板より幅広く，その長さは幅の 2 倍より少し短く，側縁

の基部 2/3 はほぼ平行し，その後方はじよじょに丸く狭まる、背面の点列部の点、刻はやや弱く，第 1 点列

部は浅く凹み，列間部は広く，わずかに隆起し，点列部のものよりややノl、さい点刻を疎に 1 列にならべ，

長毛をそなえる。斜面部は隆起する、

分布:本州，四国，九州，支那「

加害樹種:アカマツ，モミ。

新記録: 2頭，高知市，毛ミ， 1954年 8 月 31日，森本桂採集。 1 頭，鹿児島市， 1958年 6 月 10日，石

窪繁採集。 11頭，福岡県英彦山，毛ミ， 1900年 3 月 6 日，里子淵輝採集う

SCHEDL (1951-1952) は本種のタイフ.標本を得難いが，ケブカキクイムシとシノニムあるいはごく近

縁のものとしている。 EGGERS は新島より送付された標本に基づきヤマトキクイムシを新種として記載し

たが，新島コレクション(林業試験場北海道支場所蔵)の中に本種のラベルがつき，送付された標本と同

一種として保存されたとみられる標本があるが，これはケブカキクイムシより体がはるかに細長い今上の

記載はこれと同一種と思われる別個体によった「

23. ケブカキクイムシ Poecil句8 nubilu8 BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.95 

体長は1.7-2.2mm今体形は長楕円形で，体色は光沢のある赤褐色ないし暗黒褐色ゥ題輸はやや淡色，

口器，触角，脚は黄褐色今体表面は疎な短毛におおわれるう

頭部は疎な細点、刻と長毛を有する。前頭は不明りような縦隆起を有し，その両側には弱い凹みを有す

るつ複眼は長楕円形で，前縁には凹みを有する。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部はほぼ円形。前胸

背板の長さは幅より大きいう側縁は丸く，後方にわずか，前方に強く狭まるゥ背面は多少圧せられ，前半

部には密な小瓦状片をそなえ，この瓦状片は後方に弱まり，基部は簸のある点刻を有し，基半部の中央に

は不明りような平滑線をそなえ，両111.1]，前方には長毛を生ずるゥ小楯板は比較的大きく，円形，光沢が強
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く平滑今麹輸は前胸背板の基部より幅広く，幅の約1.5倍の長さを有しヲ側縁は先端近くまで平行し，そ

の後じよじょに狭まるゥ背面は後方 1/3 が傾斜し，細かい点刻列をそなえ，第 1 点列部は浅く凹み，列問

苦Bvま織をそなえ，細点刻と毛列を有し，この毛列は先端は長く，明りようになる。

分布:本州，四国，九州，朝鮮，台湾勺

加害樹穏:アカマツ，モミ，ツガ，スギ，アカシデ，ケヤキ，ヤマザクラゥ

食痕型:多枝孔。

24. アカマツノコキクイムシ HypothenemU8 oblongu8 NUJIMA , 1910 

Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., 3, p.9 

体長は1.5mm。体色は鈍い光沢をもった黒色。前胸背板の長さは幅より短く，中央部において最も幅

広く，前縁は強く丸まり， 4 個の小突起をそなえ，中央部は帯黄色で同色の鱗毛と毛をそなえ，前半部に

は連続した列状の突起を有する今麹鞘は細長く，その長さは幅の 2 倍3 背面の点列部は明りょうで，黄色

の毛を有し， 7!J間部は 1 列の細かい突起列と黄色の鱗毛を有する。

分布:本州、|。

加害樹種:アカマツ，クロマツヨ

本穫と断定できる標本を検しえないので上記は原記載にたよった，

25. ナガサキコキクイムシ HypothenemU8 peritu8 BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.84 
体長は1.8mmぅ体形は長楕円形で，体色は比較的光沢のある暗褐色ョ触角は黄褐色，前胸背板の中央

は淡色。

頭部は細かいサメハダ状をなすラ前頭はやや中高，中央部は点刻されるう触角の中関節は 5 節よりな

り，球梓部の織は明らかな毛叢を生ずる汚前胸背板の長さは幅よりわずかに短く，前縁の中央には 4 個の

突起を有し，その中央の 2 個はより顕著に突出し，供l縁は基部の前方においてわずかに広がり，丸く前方

に狭まれ不明りょうであるが波状をなす今背面は中央が鈍く突出し，毛と鱗毛におおわれ，前半部は前

方に大きく疎な，後方には小さく密な突起を有し，この突起の聞と基半部は細かいサメハダ状をなし，点

刻を有し，基部より中央部には細かい平滑線を有するの麹鞘の長さは前胸背板のそれの1.5倍より大き

い勺側縁は麹輸の長さの基方 2/3 が平行し，その先方は丸まるコ背面はほぼ円筒形3 斜めに傾斜し，先端

は中高，微細な毛をもった細点刻列をそなえ，点列部はわずかに凹む。列間部は横敏状をなし，中間に灰

色の鱗毛を 1 列にそなえ，その両側に 2 ， 3 の剛毛を生ずる。

分布:本州，九州勺

加害樹種:アカマツ。

前種同様 Hy'ρothenemus 属は日本では Cryρ'halus 属に入れられているが，雌雄異型，触角，雄交接

器，前胃，麹鞘の形態等についてはなはだしい相違があり，独立属としてあっかわれるべきものであるう

26. キイロコキクイムシ Cryphalu8 fulvu8 NUJlMA , 1908 

Verh. d.k. Zool.-Bot. Ges. Wien , 1908, p.92 
体長は1.4-1.5mm。体形は長楕円形で，体色は光沢のない黄褐色，口器，触角，脚はやや淡色，複眼

は黒色勺体背面は鱗毛を密に生ずる，

頭部は細かくサメハダ状をなす。前頭は隆起し，前方は弱く凹み，密に点~Jされ，短毛をそなえ，雄の
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前頭の上方は長い横の竜骨状突起をそなえ，その上方は光沢があり，平坦かわずかに凹む。前胸背板は長

さより幅広く，側縁は弱く前方に狭まり，後縁角は強く丸まり，後縁は細長く縁取られる。背面は中央部

後方が強く隆起し，隆起部の前方は同心円状にやや大きい瓦状突起をならべ，短毛をそなえる。隆起部の

後方は小額粒突起と短毛を密にそなえるラ小楯板は小さく半円形で粗造。麹輸は前胸背板とほぼ等幅で，

その長さは幅の約1.3倍，仮!J縁は基方 2/3 まではほぼ平行し，その後方はじよじょに狭まる。背面の点列

部は幅狭く，ほとんど凹むことなく，やや明らかな点、刻をそなえ，列間部は幅広く，ほとんど隆起せず，

小点刻と密な鱗毛を有し，やや長い毛を 13司jに並べる。

分布. ，本州，四国，九州，満州，朝鮮，支那，琉球ぅ

加害樹種:アカ7ツ，チョウセンゴヨウマツ，クロマツ，リキダマツ，マンシュウクロマツ，リュウキ

ュウマツ。

食痕型. ，横平孔今

27. フルカワコキクイムシ Cryphalus furukawai MURAYAMA , 1934 

Jour. Chosen Nat. Hist. Soc., 17, p.3 

体長は1.3- 1.5mm今体形は長楕円形で，体色は光沢のある黒色。{本背面は黄色の鱗毛と剛毛におおわ

れる。

頭部は細かいサメハダ状を呈し，前頭はやや中高で，側方に敏状の点爽jをそなえ，疎な長毛を生じ，中

央線は隆起する。複眼は卵形で前縁はわずかに凹む。触角は黄色，中関節は 4 節よりなり，球梓部は先端

にわずかに狭まるヲ前胸背板は長さより幅広く，前縁は中央に 4-6 個の突起をそなえ，側縁は基部の前

でわずかに広がる勺背面は前方に瓦状片と密な強い剛毛をそなえ，側方と後方は細かいが強い点刻をもっ

て徽状をなし，細い毛と黄色の鱗毛をそなえるゥ麹輸は前胸背板と等幅で，その1.5倍の長さを有し，側

縁は基方 2/3 が平行し，その後方は丸まるう背面の点、列部は細かく，短い剛毛をそなえ， ~J間部は横織を

そなえ， 1 列に並んだ黄色の鱗毛をそなえるラ斜面部は中高でゆるく，先端はかすかに突出するう

分布 . ，本本判dチ列外'1'札lト.

加害樹種:クロマツ，アコウ，ミヤマザ、クラ 3

28. ネツカコキクイムシ Cryphalus jeholensis MURAYAMA , 1939 

Ann. Zool. Jap. , 18, 2 , p.143 

体長は1.6mm。体形は長楕円形で，体色は光沢のない褐色，麹輸は黒褐色，触角と脚は黄褐色，体背

面は密な鱗毛と毛におおわれるヲ

頭部は小穎粒をそなえる 3 前頭は口縁が凹み，不明りような隆起をそなえ，長毛をそなえ，雄で杖横竜

骨状突起をそなえ，その後方は凹むことなしこまかい簸状をなしている。複限は黒色.長楕円形で前縁

はえぐれる。触角の中関節は 4 節よりなり，球梓部は卵形でほぼ直線の横敏を有する。前胸背板は長さよ

り幅広く，前縁は4-6個のこまかい突起をそなえ， jllJJ縁は前方に強く狭まり，後縁角は直角。背面は強

く隆起し，この隆起部の前方にはやや大きい瓦状片を比較的疎にそなえ，短毛と小額粒突起を有する。小

楯板は小さく，半円形。麹鞘は前胸背板と等幅で，その長さは幅の約1.5倍，側縁は基方 3/4 が平行し，

その後方は丸まる。背面の点列部は狭くわずかに凹み，丸い点刻からなり，列間部は広く，密な鱗毛と 1

列に並んだ長毛をそなえるヲ

分布:北海道，本州，四国，満州，支那ヲ
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加害樹種:アカマツ，クロマツ，オウシュウクロマツ，マンシュウクロマツヲ リュウキュウマツ，モ

29. カラマツノコキクイムシ Cryphalus laricis NIIJIMA , 1909 

Jour. Coll. Agr. , Tohoku Imp. Univ. , Sapporo , 3 , 2 , p.142 

体長は約1.8mmラ体形は長楕円形で，体色は光沢のない黄褐色ないし黒褐色ぅ体背面は密な鱗毛ある

いは毛におおわれる。

頭部は密に明りような微状の点刻と毛におおわれる。前頭はやや隆起し，三角形の凹みを有し，口器の

上方には弱い縦の竜骨状突起をそなえ，この両側はわずかに隆起するの複眼は比較的大きく，長楕円形で

前縁はくぼむラ触角の中関節は 4 節からなり，球梓部は卵形。前l掬背板は長さより幅広く，前縁は数個の

突起列をそなえ，仮IJ縁は丸く前方に狭まる。基縁は 2 波状で細長く縁取られ，後縁角は強く丸まる。背面

は強く隆起し，中央の後方が突出し，突起の前方にはやや疎な瓦状片をそなえヲ後方には丸いIJ、穎粒状突

起と短毛を密にそなえる。麹鞘は前胸背板の基部よりかすかに幅広く，その長さは幅の約1.5倍，側縁は

基方 2/3 がほぼ平行する。背面の点列部は比較的広く，深く凹み，浅いが大きい点刻と非常に細かい毛を

そなえ，列間部はわずかに隆起し，細かく点刻され，やや細いj鱗毛を密に，長い毛の生えたノト頼粒状突起

デ!Jをそなえる。

分布:北海道ヲ本州、|。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨワマツ，クロマツ，オレゴンパイン4 オウシュウアカマツ，トド

マツ，エゾマツ，カラマツラダグラス・フア一。

30. トウヒノコキクイムシ Cryphalus piceae (RATZEBURG) , 1837 

F orstinsekt., 1, p .163 

体長は1.4- 1.8mm。体形は長楕円形で，体色は光沢の弱い赤褐色ないし黒褐色、体背面には毛と鱗毛

を生ずる 3

頭部は不明りような点刻におおわれ，頭蓋両側部は細かいサメノ、ダ状を呈する。前頭は細長く弱い横の

凹みをもち，雄では中央縦隆起線をそなえ，織は明らかで，雌より密で長い剛毛を生ずるの複眼は長楕

円形で，前縁はえぐられる。触角の中間節は 4 節よりなり，球梓部は卵形。前胸背板は長さより幅広く前

縁には約 10 個の小突起列をそなえ，側縁の基半部は平行し，その前方は強く丸まり，後縁角は強く丸ま

り，基縁は細く縁取られるの背面は強く隆起し，前方 2/3 はやや大きい瓦状片をそなえ，その後方はノj、穎

粒突起と岡IJ毛を密にそなえるつノj、楯板はノj、さく，ほぼ三角形。麹輸は前胸背板と等幅で，長さは幅の約

1.5 倍.仮!J縁はわずかに後方に広がる。背面の点列部は狭くほとんど凹むことはなく，浅いがやや明りよ

うな点刻と非常に短い毛をそなえ，列間部は平坦で，非常に細かく点刻され，密な鱗毛と 13司jに並んだ長

毛をそなえる。

分布:北海道，本州，四国，樺太，満州，朝鮮，欧州。

加害樹種:アカマツ，モミ，アオモリトドマツラトドマツ，エゾマツ，アカエゾマツ，トウヒ，ドイツ

トウヒ，オウシュウカラマツ。

食痕型:横平孔。
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ハンノキキクイムシ Xylo8αndrU8 germanU8 (BLANDFORD) , 1回4

Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.146 
合 EGGERS ， Ent. Blätt., 22 , p.146 1926 

31. 

FR屡1
唱 Jえ

". " 

触角，脚は黄褐

色，体下面が赤褐色となる個体が多い。体表面には疎な毛を有する。

頭部はサメハダ状をなす。前頭は弱く隆起し，微細な点刻と短毛におおわれるつ複眼は長楕円形で，前

縁はえぐられる。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は円形。前胸背板の長さは幅とほぼ等しく，側縁

は弱く丸まり，前縁には小突起列をそなえる。背面は隆起し，中央には不明りような横隆起を有し，前半

部には同心円状に並んだ鱗状突起をそなえ，その前方のものは大きくなり，後半部には細かい点刻を疎布

し，光沢が強い。表面には短毛を有し，基部中央には非常に短い毛よりなる不明りような毛叢を有する。

小楯板は大きく，ほぼ三角形で，光沢が強い。麹輸は前胸背板と等幅で，その長さは幅の約1.3倍，側縁

はほとんど平行し，後方において丸まる。背面は隆起し，基部より中央部まで多少丸まり，その後方はゆ

るく傾斜し，点列部の点刻は細かく，列間部は幅広くかっ平坦で， 13司jに並んだ微細な点刻を有し，その

後半部は長毛の生じた小額粒突起を有する。斜面部は後側縁において鋭く竜骨状に縁取られる。前肢基節

寓は広く離れる今

雄.体長は1.2mm 内外。体形は長構円形でやや扇平，体色は光沢のやや強い黄禍色ないし，褐色，体

表面はやや長い毛におおわれるョ

頭部はサメハダ状をなす。前頭は弱く隆起し，微細な点刻と短毛におおわれるち前胸背板の長さは幅よ

りわずかに大きくヲ側縁は中央部の後方において最大幅となり，前後に丸まる。背面は弱く隆起し，前半

部にはやや疎な鱗状突起をそなえ，後半部は比較的大きな点刻を有し，全表面は短毛におおわれるが， {目1)

縁，前縁のものは長く，基部中央部には毛叢をそなえない。小楯板は半円形で，光沢が強い。麹輸は前胸

背板とほぼ等幅で，その長さは幅より少し大きく，側縁は墓方'1/3 におν ‘て最大幅となり，後方に強く

丸まる。背面は中央部の少し前方からゆるく傾斜し，点列部の点刻は細かく，列間部の点爽lは微細でH!J

に並ぶ。斜面部は長毛列を有する、

分布:北海道，本州，四国，九州，朝鮮，満州，台湾，欧州，北米ゥ

加害樹種:アカマツ，ゴヨウマツ，モミ，ツガ，スギ，ヒノキ，サワラ，ネズコ，ヤマナラシ，ヤマモ

~.~，ふふ

i;i.1( 

雌:体長は2.0-2.3mm。体形は短円筒形で，体色は光沢のある黒褐色ないし黒色，

モ，オニグノレミ，ミズメ，イヌシデラヤマナラシ，ハンノキ，カシワ，ブナ，アラカシ，ウラヅロガシ，

シラカシ，ツクパネガシ，コナラ，ミズナラ，クリ，シイ，ケヤキヲムクエノキ，コブシヲホオノキ，シ

キミヲクスノキ，ヤブニッケイ，タブノキ，カナクギノキ，アブラチャン，パリパリノキ，イスノキ，ウ

ワミズザクラ，ヤマザ、クラ，ネムノキ，ユクノキ，キハダ，センダン，アカメガシワ，ハゼノキ，ヤマハ

トチノキ，アワプキラブドウ，チヤノキラツノfゼ，ヤマウルシ，ソヨゴラオオパカエデ，イタヤカエデ，

キ，サカキ，リョウブ，ヤマガキ，カキ，エゴノキ，ネズミモチぢ

食痕型:材質共同孔う

キクイムシ科だけでなく鞘麹目全般について基節宮の特徴は属以上のものにあてはめられる性質のもの

であり，本種を勾.zosandrus 属に含めた。
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32. ツヤナシキクイムシ Xyleboru8 adumbratu8 BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.115 
� WrcHMANN , Ent. Bl五tt. ， 10, P .115 1914 

MURAYAMA, Ann. Zool. Jap. , 14, 3 , p.266 1934 

雌:体長は 3mm内外。体形は円筒形で，体色は光沢のある赤禍色ないし黒禍色，前胸背板，体下面，

脚はやや淡色となり.口器，触角は黄褐色。体表面にはやや長い毛を疎に有する。

頭部はサメハダ状をなし，明りような点爽jを有する。前頭はわずかに隆起し，中央にはやや明りような

縦隆起を有し，その両側部には浅い点刻を密に，長毛を疎にそなえる。触角の中間節は 5 節からなり，球

梓部はやや長い円形。複眼は長楕円形で，前縁はえぐられる。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁は中

央の少し前方まで平行し，その前方は丸まる。背面は中央部に横隆起線を有し，前半部には鱗状突起を密

に，長毛を疎に有し，後半部は光沢強く，細点刻とやや短い毛を疎に有し，横隆起の後方はより密に点刻

される。小楯板は半円形で，表面は光沢が強い。麹輸は前胸背板と等幅で，その長さは幅の約1.6倍，側

縁の基部は平行し，中央部の後方よりわずかに狭まり，後縁の中央部は少し突出し，その両側は波状をな

す。背面の会合線は弱く隆起し，点列部は狭く小さな点刻からなり， :YIJ間部は広く，長毛を有した 13日jの

絢点刻列をそなえ，第 1 ， 2 :Y1J間部はわずかに隆起するう斜面部は基部より麹輸の長さの約 2/3 のところ

から始まりラわずかに隆起し，会合線の先端はやや隆起し，その両側は凹み，後側縁は竜骨状に縁取られ

ない。点列部の点爽lは大きく，短毛を有する。列間部は長毛列をそなえ，粗造で，第 1 列間部には 3 個，

第 3 :YIJ間部には 2-3個の尖った小突起をそなえる勺

雄:体長は 2.6mm 内外。体形は円筒形でヲ体色はやや光沢のある黄褐色，複眼は黒色，大腿，前胸背

板前縁の突起は茶褐色。体表面には長毛を疎にそなえる。

頭部の頭頂中央はかすかに凹み，細点刻を疎にそなえるう前頭は中央部をのぞきわずかに圧せられ，細

点刻と長毛を疎にそなえる。前胸背板の長さは幅より大きし側縁の後半部は平行し，前半部は狭まり，

前縁は鈍角に突出し，中央には上方に反転した三角形の突起をそなえる。背面前半部は弱く傾斜し，前縁

の突起の後方は押圧され，やや疎に鱗状突起と毛を有するう麹鞘は前胸背板よりわずかに狭心その長さ

は幅の約1.4倍，側縁は基部 1/3 がわずかに後方に広がり，その後方は狭まり，後縁は中央部がわずかに

突出する。背面の点列部は非常に狭く，雌よりはるかに小さい点刻からなり，列間部は広く，疎な小点、刻

と長毛列をそなえるの斜面部は麹鞘の長さの 2/3 より始まり，第1， 3 列間部の突起は雌よりはるかに小

さい。

分布. ，本州、1，四国，九州う

加害樹種:アカマツ，クロマツ，モミ，ヒノキ，シュロ，プナ，アカガシ，アラカシ，ウラジロガシ，

シラカシ，クリ，ツプラジイ，シイ，ホオノキ，タプノキ，イスノキ，ヤマザクラ，ネムノキ，ソヨゴ，

サカキ今

新記録 :5 ♀♀，福岡県英彦山，クリ， 1960年 3 月 5 13 ，野淵輝採集。 3 ♀♀，鳥取県境港，クロマ

ツ， 1963年 8 月 15日，藤岡採集。

33. ニレザイノキクイムシ Xyleboru8 apicali8 BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.105 
雌:体長は 3mm内外。体形は長補円形で， f本色は光沢のある黒色，触角，脚は赤褐色3 体表面は長毛

におおわれる n
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頭部はサメハダ状をなす。前頭はわずかに隆起し，中央部には縦隆起線をそなえ，強い点刻と毛をやや

疎にそなえる。複眼は長楕円形で，前縁は三角形にえぐられる。触角の中関節は 5 節よりなり y 球梓部は

ほぼ円形。前胸背板の長さは幅より短く，側縁はかすかに丸まり，中央において最大幅となる。背面は強

く隆起し，中央部の少し後方に横隆起をそなえ，その前方には同心円状に並んだ鱗状突起を密にそなえ，

その鱗状突起は前方，側方に大きくなる。横隆起の後方はサメハダ状をなし，細点~lを疎布するの表面は

全面に毛をそなえるが，前縁，伊UJ縁のものは長く，後縁のものは密になる。小楯板はやや丸まった三角形

で，表面は平滑で光沢が強い。麹鞘の基部は前胸背板の最大幅より狭く，その長さは幅の約1.4借，側縁

は中央部までほぼ平行かあるいは少し広がり，後方は弱く丸まる。背面の点列部は狭く，ほとんど凹ま

ず，点刻は基方に小さく，中央部より後方に大きくなり，列間部は広く，ほとんど隆起せず，不規則な普

通 2列に並んだ点刻と毛を有するの斜面部は中高で，後縁は竜骨状に縁取られることなく，会合線の両側

は凹み，点列部はやや広く，凹み，比較的大きな点刻をそなえ，列間部は 13司jに並んだ、長毛と小穎粒突起

をそなえ，第 23日j間部の斜面部上方には小突起を有する 3

Male: Oval ; strongly shining , brown , head and prothorax blackish brown , antennae aﾍld 

legs yellowish brown ; upper surface sparsely covered with long hairs. 

Frons slightly convex , finely reticulate and sparsely punctured , with rather long hairs , 

mouth-ciliae distinct. Prothorax a little wider than long (3.7: 3.5) , basal margin truncate , 
basal corners rounded , lateral margins widest behind middle , roundly narrowing anteriorly 

and posteriorly , apical margin strong1y rounded ; disc weakly convex , without distinct boss and 
gradu'l.lly declivous anteriorly from base , sparsely covered with rather long golden hairs , which 
are longer at lateral sides , rather sparsely exasperate on anterﾍor two-third , basal poriion. 

finely rough. Scutellum triangular ; upper surface slightly convex , smooth and strongly shiIiing 
Elytra slightly longer than wide , wider 也an prothorax at base , lateral sides rounded、， widest 

at middle , apex rouncled ; upper surface weakly convex , humeral callosities indistinct , gradually 

cleclivous from fase to apex , punctate-striae not impressed , with rather shallow punctures , with 

fine clecumbent setae , 1st striae with larger punctures and somewhat impressed , interstices of 

striae rather wide , rugose , with a row of fine punctures and long hairs ; declivity convex. 

Bocly length : 1.3 mm. 

Specimens examined : 2 ♀♀ Asakawa ， Tokyo , Pinus densiflora SrEB. et Zucc. , A¥1g. 31, 

1957 , Akira NOBUCHI leg. ; 1 ♀ Takinoue ， Hokkaido , Oct. 25 , 1957 , Akira NOBUCHI leg. ; 2 

♀♀ Sayo ， Hyogo Pref., May , 1959 , Vitis sp.; 1 ~ 8 ♀♀ Kawanishi ， Hyogo Pref., Castanea 

crenata SIED. et Zucc. , June 10 , 1964; 3 合 9 ♀♀ Suzaka City , Malus pumila MILL. , 1964. 

雄:体長は1.3mmo 体形は卵形で，体色は光沢のある掲色，頭部，前胸背板は黒褐色，触角と脚は黄

褐色。体表面には疎らな毛を有する。

頭部前頭はわずかに隆起し，細かいサメハダ状をなし，疎な点刻と比較的長い毛を有する。前胸背板の

長さは幅より短く，後縁角は丸まり，側縁は中央の少し後方において最大幅となり，前後に丸く狭まる。

背面は弱く隆起し，基部より前方にじよじょに傾斜し，長毛をやや疎にそなえ，俣|坊の毛は長くなり，前

方 2/3 はやや疎に鱗状突起をそなえ，基部は粗造。小楯板は三角形で，背面はかすかに隆起し，平滑で強

く光る。麹鞘の長さは幅よりわずかに大きし前胸背板の基部より幅広く，側縁は丸心中央部が最大I憾

となる。背面は弱く隆起し，基部から先端にじよじょに傾斜し，点列部は凹まず，やや浅い点刻を細毛を

有し，第 1 点列部は大きな点刻をそなえ，多少凹み， ýJj間部はやや広く，横織を有し，長い毛と点刻をそ

なえる。
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分布:北海道，本弁1，九州，朝鮮今

加害樹種:アカマツ，オニグ/レミ，ヤマノ、ンノキ，クリ，シイ， ノリレニレ， リンゴ， ブドウ， ヤマガ

キ，モウソウチク今

食痕型:長梯子孔。

雄型は未記載であったので，ここに新雄型として記載した骨

ーコレ+

34. アカマツザイノキクイムシ Xyleboru8 (lquilu8 BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1894, p.109 

雌:体長3.5mm 内外勺体形は円筒形で，体色は光沢ある赤味を帯びた黒色，触角と脚は赤褐色ち体表

面は短毛におおわれる。

頭部はサメノ、ダ状をなす勺前頭は不明りような中央隆起線をそなえ，細かい点刻と毛をそなえる。複限

は長楕円形で，前縁はえぐられる。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部はやや長い円形ウ前胸背板の長

さは幅よりわずかに大きく，後縁角は弱く丸まり，前縁と側縁は別個に丸まる今背面は隆起し，中央部に

は短い隆起をそなえ，前半部には細かい鱗状突起をそなえ，後半部は光沢強く，小さい点刻を疎に有す

る。ノl、楯板は小さく，三角形で光沢があるう麹鞘は前胸背板の最大幅よりわずかに狭く，長さは幅の1.5

倍，官liJ縁は先端近くまで平行し，その後方において丸まるつ背面は細かい点刻列をそなえ，先端の前方は

ごくわずかに凹み，列間部は 1 列に並んだ毛を有し，前方は平坦であるが，先端は中高で‘細かい突起をそ

なえ，第15'IJ間部は中央部から後方に突起列を有する勺斜面部の後側縁は竜骨状に縁取られる。

分布:本州，四国，九州，朝鮮，琉球，台湾。

加害樹種:アカマツ，モミ，ツガF，スギ，ヒノキ，ヨグソミネパリ，ミズメ，ミズナララケヤキ，カツ

ラ，ホオノキ，ヤマザクラ，アカメガシワ，ソヨゴ，ウリハダカエデ，サカキ。

食痕型:水平分l技孔。

35. クワノキクイムシ Xyleboru8 atratu8 EICHHOFF , 1875 

Ann. Ent. Soc. Belg., 18, p.201 
~ MURAYAMA , Jour. Chosen Nat. Hist. Soc., 15 , p.103 1933 

雌:体長は 3mm内外、体形は円筒形で，体色は光沢ある赤褐色ないし黒色，口器，触角，脚はやや淡

色η 体表面には黄色のやや長い毛を生ずるの

頭部はサメノ、ダ状をなす"前頭は弱く隆起し，大きな点刻と毛をやや密にそなえる。触角の中関節は 5

節よりなる勺複眼は長楕円形で，前縁はえぐられる今触角の中関節は 5 節よりなれ球梓部はほぼ卵形ラ

前胸背板の長さは幅よりわずかに短く， {則縁はわずかに丸まり，中央部において最大幅となるう背面は長

毛におおわれ，中央部が隆起し，その前方は密な鱗片状突起を有し，後半部は細かいサメハダ状をなし，

浅いが大きな点爽jを密にそなえる。小楯板は半楕円形ないし丸まった三角形で，表面は平坦で光沢が強

い。麹鞘は前胸背板の最大幅よりわずかに狭く，その長さは幅の約1.5 倍，側縁はわずかに丸まり，中央

部において最大幅となり，麹轄の長さの後方 1/3 は丸く狭まる。背面は強く隆起し，点列部はわずかに凹

み，やや大きいが浅い点、刻を有し，列間部は多少隆起し，長毛の生えた 1 列の細点爽jを有するが，後方に

おいて小穎粒突起におきかえられる。斜面部は麹鞘の中央部の少し後方から始まり，会合線の両側はやや

幅広く，浅く回み，後縁は竜骨状に縁取られない。

雄.体長は 2.3mm 内外。体形は円筒形で，体色はやや光沢のある黄褐色，複限は黒色，大限は赤褐
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色。体表面はやや長い毛におおわれるう

頭部前頭はわずかに隆起し，織が多く，大きい点刻をそなえるう前胸背板の長さは幅よりわずかに短

く，側縁は基部より前方に丸く弱く狭まる勺背面はサメハダ状をなし，前方には同心円状に並んだ鱗片状

突起をそなえ，基部には比較的大きな点刻をそなえる。小楯板は小さく半円形で，表面は光沢が強いづ麹

鞘は前胸背板と等幅で，その長さは幅の約 2 倍，側縁は後方に弱く狭まるう背面の隆起は弱く，点列部は

明りょうで後方においていくらか凹み.短毛をそなえ， ~J間部は平坦で，細点刻と長毛列を有し，簸が多

u、。

分布:北海道，本州，四国，九州，朝鮮，支那，マレー，インドぅ

加害樹種:アカマツ，オノオレカンパ，ハンノキ，アカガシ，モンゴリナラ‘シイ，ハルニレ，クワ，

クスノキ，タプノキ，モリシマアカシア，サカキ。

食痕型:縦平孔。

新記録 :3 ♀♀，東京都目黒，アカマツ， 1958年 3 月，野淵輝採集う 21♀♀，福岡県英彦山，タプノ

キ， 1950年 3 月 6 日，野淵輝， 1 (1) 5 ♀♀，長崎県五島列島，宅リシマアカシア， 1953年11月 27日，滝

沢幸雄採集今

36. オキノキクイムシ Xyleborus festivus EICHHOFF ヲ 1875

Ann. Soc. Ent. Belg., 18 , p.202 

雌:体長は 4mm。体形は円筒形で，体色は光沢のある黄褐色ラ体表面は疎な毛におおわれる。

頭部は微状の点刻を有する。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁は基部より中央部の前方まで真直

で，先端は強く丸まる。背面は中央部が降起し，前半部にはやや細かい鱗片状突起をそなえ，後半部には

非常に密な大きな点刻をそなえ，中央線は平滑合麹鞘は幅の約 2 倍の長さを有し，側縁は真直で，先端は

強く丸まる。背面は円筒形で中高，やや細かい点刻列をそなえ，かすかに凹み， ~J間部の点刻は細かく列

状に並ぶ勺斜面部は急に傾斜し，丸く隆起し光沢があり，弱い敏をそなえ，第 1 ，第 3 列間部は 5-6

個の突起列をそなえ，第 2 列間部は上方に 2 個の突起を有し，後側縁は竜骨状に縁取られる、

分布:本州，四国，九州吋

加害樹種:アカマツ。

上記は原記載によった、

37. アカクビキクイムシ Xyleborus rubricollis EICHHOFF , 1875 

Ann. Soc. Ent. Belg., 18, p.202 
(1) MURAYAMA , Jour. Chosen Nat. Soc., 15 , p.17 1田5

雌:体長は 2.5mm 内外内体形は円筒形で，体色は光沢ある赤褐色，趨鞘は黒褐色，複H艮は黒色。体表

面は毛におおわれるう

頭部前頭はわずかに隆起し，大きな点、刻と短毛をそなえ，細かい小織を有する。複眼は長楕円形でラ前

縁の中央部は 3 角形にえぐられる 3 触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部はほぼ卵形で，中央部より先端

に凹弧状の横織をそなえる。前胸背板の長さは幅より短く，倶Ij縁は弱く丸まり，中央部において最大幅と

なる。背面は基部 1/3 に横隆起をそなえ，その前方には細かい鱗片状突起を同心円状に並べ，後部は密な

横猛反をそなえ，全表面には毛を生ずるが，その前縁部，両側部のものは長いう小楯板は長三角形で，表面

は平滑で，光沢が強い。麹鞘は前胸背板の最大幅より狭く，長さは幅の約1.5 倍で， {員IJ縁はほとんど平行
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し，中央部においてわずかに広がれ先端部は強く丸まる。背面の点列部は浅いが明りような点、刻をそな

え，第 1 点列部は浅く凹み，短毛列を有し， ~J間部はやや幅広く多少隆起し， 13司jに並んだ長毛とノj、点、刻

をそなえるが，後半部ではノl、額粒突起におきかえられる 3 斜面部は麹輸の長さの 2/3 より始まり，点、~J列

はやや強く凹み，ヲ日j間部には穎粒突起と毛列をそなえ，後侭l縁は竜骨状に縁取られる。

雄:体長は1.8mm 内外 3 体形はやや扇平な円筒形で，体色は黄褐色，複限は黒色。体表面は毛におお

われる。

頭部前頭は半円形に隆起し，サメハダ状をていし，長毛を生ずるう複眼は長楕円形で，前縁はわずかに

凹む。前胸背板の幅は長さとほぼ等しく，仮IJ縁はわずかに前方に狭まる。背面の隆起は弱く，中央部から

前方に傾斜し，前半部には鱗片状突起を疎にそなえ，後半部は小織を有し，仮，Ij方には密な小頼粒突起を有

し，全背面には長毛を有し，前縁部，両側部にはより長い毛をそなえる。小楯板は小さい半円形で，表面

は平滑で光沢がある。麹輸の基部は前胸背板と等幅で，その長さは幅の約1.5倍，側縁は中央部に向かつ

て漸次広がり，その後方はしだいに狭まり，後縁は強く丸まる。背面の点列部は狭く，小さな点刻をそな

え，ほとんど凹まず，短毛列を有し，列間部は広く，小点刻列と長毛をそなえる。斜面部は中央部より後

方にじよじょに傾斜し，会合線は弱く隆起し，その両側は幅広く凹み，列間部の点刻は明りょうで，後倶IJ

縁は竜骨状突起によって縁取られない。

分布. ，本チト1，四国，九州，朝鮮，琉球，台湾。

加害樹種:アカマツ，モミ，ヤマモモ，ヤマハンノキ，コノミハンノキ，シラカシ，アカガシ，アカメガ

シワ，ク!J ，コジイ，マテパシイ，ヤマグワ，クスノキ， タブノキ， フジ， カラスザンショウ，センダ

ン，ヤマウルシ，ソヨゴ，モチノキ，クマノミズキ，イボタ，キリ，ケンポナシ。

食痕型:材質共同孔。

新記録: 1 ♀，台湾，キリ， 1958年4 月 9 日。 2 ♀♀，東京五日市，フジ， 1958年4 月 20日，野淵輝採

集。 1 ♀，東京浅川実験林，アカマツ， 1958年 5 月，野淵輝採集。 3 ♀♀，疏球南明治山，リュウキュ

ウマツ， 1959年11月 20日，国吉i青保採集。

38. サクセスキクイムシ Xyleborus saxeseni (RATZEBURG) , 1837 

Forstinsekt. , 1, p.167 

ﾓ WIESMANN , Stett. Ent. Zei t., 1846, p.24 1846 

雌:体長は 2.2mm 内外。体形は円筒形で，光沢のある黒褐色ないし黒色，口器，触角，脚は赤裾色。

体表面はやや長い毛におおわれる。

頭部は細かいサメハダ状をなす。前頭は上方に中央縦隆起線をそなえ，やや明りような点刻を密に有す

る。複眼は長楕円形で，前縁はえぐられる。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短卵形。前胸背板の

長さは幅より大きく，側縁は中央部の少し前方まで直線状でかつ広がり，その前方は前縁と共に丸まる。

背面は中央部の前方に横隆起をそなえ，前方には小さい鱗片状突起とやや長い毛をそなえ，後方には非常

に細かい織と小点亥IJをそなえ，光沢は弱い。小楯板は幅狭心竜骨状をなす。麹革告は前胸背板と等幅かあ

るいはわずかに短く，倶IJ縁の基方 2/3 は後方にじよじょに広がり，その後方は弱く狭まる。背面は円筒形

で，点列部は狭く，わずかに凹み，点爽lは明りょうで，列間部は多少隆起し，小点爽l列をそなえ，後方に

は小粟粒突起を有する。斜面部は少し隆起し，光沢弱く，点列部は小さい疎な点刻よりなり不明りょうラ

列間部は小突起列と毛を有し，第 2~J間部は凹み，上部をのぞき突起列と毛を欠く。後側縁は竜骨状に縁
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取られない。

雄:体長は1.6mm 内外。体形は長精円形で円筒形をなし，体色は光沢のある黄禍色，大服、は赤褐色，

複眼は黒色。体表面はやや長い毛におおわれる。

頭部前頭は幅広く凹み，細点刻と毛を有する。前胸背板の長さは幅より大きく，伊UJ縁は前後に丸く狭ま

るの背面は前方に弱く傾斜し，縦隆起線はそなえず，前方には鱗片状突起と長毛をそなえ，後方には細点

刻とやや短い毛をそなえる。ノl、楯板は小さく三角形。麹輸の基部は前胸背板の最大幅より狭く，その長さ

は幅の約1.6 倍，側縁は中央部近くまでほぼ平行し，その後方は狭まる。背面は中高で，点列部は少し凹

み，短毛を有し，点刻は雌のものより小さく，列間部は細点刻とやや長い毛列を有する。斜面部の点列部

は弱く，第 2 列間部をのぞき小さい突起と長毛を有する。

分布:北海道，本州，四国，九州，カムチャッカ，シベリア，様太，朝鮮，支那，欧州。

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，モミ，ツガ，トウヒ，スギ，ヒノキ，ヒパ，ヤマモモ，アカシデ，

プナ，ハンノキ，イチイガシ，アオガシ，シラカシ，クリ，コジイ，シイ，ケヤキ，アコウ，カツラ，ホ

オノキ，ヤプニ y ケイ，シキミ，クスノキ，タプノキ，カナクギノキ，ヤマザクラ，モモノキ，ネムノキ，

アカメガシワ，ソヨゴ，イタヤカエデ，ブドウ，ヒサカキ，サカキ， カキ， クロパイ，エゴノキ，シオ

ヲ， トネリコ。

39. サイホクキクイムシ Xyleborus septenlrionalis NIIJIMA , 1909 

Jour. Coll. Ag r., Tohoku Imp. Univ. , Sapporo , 3 , p.162 

雌:体長は 3mm，体色は光沢ある黄褐色ラ体表面は黄色の毛をそなえるう

頭部は黄褐色。前頭は細点刻と黄色毛を有するラ複眼は黒色，腎臓形今触角は黄色で，球梓部は丸ま

る。前胸背板の長さは幅より大きいう背面は前方より中央部まで突起を有し，後方は平滑で光沢があれ

織のある細点刻をそなえる。ノj、楯板はIJ、さい内麹輸の長さは幅の 2 倍，点列部は浅く大きな点刻を有し，

列間部は多少微状をなし，疎な細点刻と黄毛をそなえる。斜面部の第 1~J間部には 3 個，第 3~J間部以下

には 2 ， 3 個のノj、癌起を有し，第 2 列間部にはこれを欠く。

分布:北海道，本州‘|今

加害樹種:アカマツ，アカエゾマツ今

食痕型:分校干し。

サクセスキクイムシに近縁の種類として区別点をあげ記載されているが，原記載および図によればツヤ

ナシキクイムシに酷似しており，ただ点列部の点刻が本種では小さいとあるのみで，それ以外の区別点は

認められない。今後，十分検討を必要とするう

40. ハンノスジキクイムシ Xyleborus seriatus BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1回4， p.111 

会 MURAYAMA ， Bull. Fac. Agr. Yamaguti Univ. , 6 , p.86 1955 

雌:体長は 2.5mm。体形は長楕円形で円筒形，体色はやや光沢のある暗褐色，麹鞘はやや淡色， 口

器，触角と脚は赤褐色，複眼は黒色ぅ体表面は黄色の毛におおわれる。

頭部は細かいサメハダ、状をなすの前頭はほぼ平坦で，中央には縦隆起線をそなえ，大きな丸い点刻と毛

を有する。複限は長楕円形で，前縁はえぐれる。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は丸形で，外方先

端には凹形の敏を有する。前胸背板の長さは幅とほぼ等しく，側縁の基方はわずかに丸まり，前方は強く
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狭まる。背面は中央に不明りよらな横隆起線をそなえ，前半部には鱗片状突起を有し，後半部は細かいサ

メハダ状をなし，強く点刻され，側方には鱗片状突起を有し，中央線は平滑で，表面の毛は短く疎生す

る。ノI、楯板はノトさく，楯形で，背面は隆起する。麹輸は前胸背板と等幅で，その長さは幅の約1. 7 倍，倶IJ

縁は基部より中央部まで平行し，その後方はじよじょに狭まる。背面の点列部はやや凹み，密で明りよう

な点刻からなり短い毛列をそなえ，列間部はやや狭く，わずかに隆起し， 1 列に並んだ細かい点刻と長毛

列を有し，後半部には小頼粒突起列をそなえる今斜面部は会合線の両側がわずかに凹み，後側縁は竜骨状

に縁取られない今

雄:体長は1.9mm，体形は円筒状で長楕円形ヲ体色は黄褐色，麹輸の先端は暗褐色，複眼は黒色づ体

表面には長毛をそなえるヲ

頭部は非常に細かいサメノ、ダ状をなす。前頭は中高で前方は凹み，縦隆起を欠き，疎な点刻と毛を有す

る内複眼は大きし前縁は深く凹む、前胸背板の長さは幅よりわずかに大きい。背面は弱い横隆起をそな

え，前方には鱗片状突起をそなえ，後方には織を有し，不明りようなサメハダ状をなし，浅く不明りよう

な点を有し，中央平滑線を欠き，毛は疎で長いうノj、楯板は小さく，三角形で先端は丸まるう麹輸は前胸背

板よりわずかに広く，列間部の点刻と毛は弱く，斜面部は会合線開側において凹陥せず小穎粒突起列を欠

く今

分布:北海道，本州，四国，九州，台湾ゥ

加害樹種:ゴヨウマツ，ヒメコマツ，クロマツ，モミ， トドマツ，ツガ，コメツガ，カラマツ，スギ，

ヒノキ，ヒパ，サワラ，ネズコ，イヌシデ，ダケカンパ，ヨグソミネパリ，ミズメ，ヤチハンノキ， ρン

ノキ，ブナノキ，ミズナラ，コナラ，ウラジロガシ，クリ，ニレノキ，ホオノキ，ウワミズザクラ，ヤマ

ザ、クラ，アカメガシワ，ハゼノキ， トチノキ，シナノキ，サカキ，ハリギリ勺

食痕型:樹皮共同孔今

新記録: 8 ♀♀，北海道美園， 1955 年 9 月 2 日， ニレノキ，野淵輝採集ラ 3 ♀♀，北海道層雲峡，

1956年 7 月 7 日， トドマツ，野淵輝採集。 8 ♀♀，北海道滝の上， 1957年10月 24日，ヤチハンノキ，野

淵輝採集、 12♀♀，山梨県富士山， 1959年 9 月26-27日，カラマツ，林康夫採集勺 6 ♀♀，福岡県英彦

山， 1950年 3 月 5 日，クリ，野洲輝採集弓 1 ♀，群馬県金精峠， 1964年 9 月29日，ヒパ，野淵輝採集。

41. トドマツオオキクイムシ Xyleboru8 Vαlidu8 EICHHOFF , 1875 

Ann. Ent. Soc. Belg., 18, p ,202 

2) STROHMEYER , Ent. Mitt., 1, 2 , p.39 1912 

雌:体長は 4mm内外。体形は長楕円形で，体色は光沢ある黒色ないし黒褐色，口器，触角，脚は赤褐

色。体表面には黄色の毛を疎にそなえる吋

頭部前頭は弱く隆起し，やや細かい点刻と長毛をそなえ，中央縦隆起線を有する。複眼は長楕円形で，

前縁の中央部は凹む，触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短卵形勺前胸背板の長さは幅より多少短

く，側縁は丸く，基方に弱く，前方に強く狭まる φ 背面は中央部に鈍い横隆起線を有し，前方には同心円

状に並んだ鱗片状突起をそなえ，後方は弱く点刻される。ノj、楯板は三角形で平滑。麹輸は前胸背板と等幅

で，その長さは幅の約1.5 倍，側縁は中央部まで平行し，その後方は弱く丸まる、背面の前半部は円筒

形，点列部はやや細かい点刻からなり，後方においてわずかに凹み，安IJ問昔f，はやや疎な HIJに並んだ小点

刻と毛列を有する。斜面部はゆるく，列間部には小額粒突起を有し，後側縁は竜骨状に縁取られ，弱い波

状をなすの
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雄:体長は 2.76mm。体色は黄褐色令

頭部前頭は隆起し，非常に細かい疎な点刻をそなえ，中央部には鈍い溜状突起を有する。前胸背板の長

さは幅より短く，前方は上方に曲が札表面の構造は雌と同様勺麹輸の長さは幅の1. 12 倍，中央の前方

から後方に傾斜し，大きな点刻列をそなえ，列間部は疎な 13日Jの点刻列をそなえ，会合線は斜面部後方に

おいて隆起するヲ

分布:北海道，本州，四国，九州1，琉球，朝鮮，台湾，支那，スマトラ，ピノレマ，インド，セイロン。

加害樹種:アカマツ，ゴヨウ 7ツ，ヒメコマツ，クロマツ，イヌガヤ，モミ，ツガ，スギ，ヒノキ，ヒ

パ，ネズコ，オニグ/レミ，イヌシデ，ミズメ，ヨグソミネパリ，ブナ， ミズナラ， クリ， ノニレ， エノ

キ，ケヤキ，ムクエノキ，ホオノキ，アブラチャン，ヤマザクラ，ワワミズザクララユクノキ，キノ、ダ，

アカメガシワ，アオノ、ダ，ウリハダカエデ， トキワカエデ，カエデ， トチノキ，シナノキ，サカキ，コシ

アプラ，リョウブ。

食痕型:水平分校孔。

42. トウヒノヒメキクイムシ PityophthorU8 jucundu8 BLANDFORD , 1894 

Trans. Ent. Soc. London , 1回'4 ， p.87 

体長は1.7mm 内外。体形は円筒形で，体色は光沢の強い黒色ないし黒褐色，口器は黄褐色，触角，脚

は赤褐色今体表面は疎な毛におおわれる今

頭部はサメハダ状をなす内前頭は弱く隆起し，明らかな縦隆起線をそなえ，強く点刻され，雄では短毛

を，雌では半円形に並んだ長毛束をそなえる勺触角の中関節は 5 節からなれ球梓部は卵形で， 2 本の織

を有する丹複眼は大きく長楕円形で，前縁はわずかに凹む今前胸背板の長さは幅より大きく，後縁は細く

縁取られ，側縁は後方が平行し，前方が丸まる、背面は後半部に平滑な中央縦隆起線をなえ，その両側は

わずかに回み，前半部には鱗片状突起を有し，後半部は比較的強い点刻を有するが，その両側部のものは

弱くなる今表面には短毛を疎にそなえる。小楯板は半円形で表面は中高で，光沢を有する、麹鞘は前胸背

板の基部より幅狭く，その長さは幅の約1.8倍，側縁は中央部までほぼ平行し，その後方はかすかに丸ま

り，後縁は会合線付近において弱く突出するラ背面は両側部，後端部に短毛を有し，点列部は凹まず，大

きな点刻をそなえ，列間部は平坦で，点刻を欠き，不明りような織をそなえる「斜面部は急に傾斜し，会

合線は弱く隆起し，その両側は凹み，点刻を欠き，外方において高く隆起し， 2 , 3 の毛をもった突起を

有し，会合線は先端に小突起列をそなえる弓

分布:北海道，本州，四国，九十ト1，樺太，シベリヤ.朝鮮。

加害樹種:アカマツ，クロマツ，モミ， トウヒ，エゾマツ，チョウセンハリモミ。

43. ホシガタキクイムシ Pityogene8 chalcographu8 (LINNﾉ). 1761 

Faun. Suec., p.l43 

体長は1.6-2.9mm o 体形は円筒形で，体色は光沢のある黒禍色で，麹鞘の後半部は赤褐色，口器，

触角，脚は黄褐色，複限は黒色o f本表面は疎らな毛を生ずる。

頭部はやや大きく密な点刻と剛毛を有する。前頭は雌では深い円形の穴を有し，その下方は横帯状に隆

起し，光沢なく，小点刻と短毛を密生し，雄ではわずかに隆起し，口の上方は弱く横に凹む3 触角の中間

節は 5 節からなり，球梓部は円形で扇平。複眼は長楕円形で前縁はえぐられないヲ前胸背板の長さは幅よ

り明らかに大きし側縁の後半部はほとんど平行し，前半部は丸く狭まり，前縁にはノj、突起列を有する。
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背面は強く隆起し，基部より中央部までわずかに隆起した平滑線を有し，表面には疎な長毛を生じ，隆起

部の前方には同心円状に列んだ鱗片状突起を有するが，その後方のものは小さくなり，後部には大きい点

刻を比較的疎にそなえ，両側部の点亥IJは小さくなる。小楯板は丸味をもった三角形で，表面は平滑で光沢

が強い。麹鞘の基部は前胸背板とほぼ等幅で，その長さは幅の約1.7 倍， {目)J縁は基部 3/4 がほぼ平行し，

その後方は強く丸まる今背面は強く隆起し，点列部は凹まず幅狭く，やや疎な点刻と短毛を有し，列間部

は幅広く，非常に疎な小点刻をそなえ，雌では横敏と疎な短毛を有し，雄では長毛を疎生するう斜面部は

麹鞘の中央部の後方より漸次傾斜し，中央部は幅広く凹み，会合線は隆起し，短毛列をそなえ，凹陥部外

方は強くもり上り， 3 個の癌状突起と鋭く尖った 1 歯と 1 本の長毛を有するが，雌の凹陥部は浅く，歯も

ノl、さくなる。

分布:北海道，本州，樺太，シベリア，満州・1，朝鮮，欧州ι

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ， ヒメコマツ，ハイマツ，バンクスマツ， ストロープマ

ツ，オレゴンパイン，モミ， トドマツ，エゾマツ，トウヒ，オウシュウトウヒ，アカエゾマツ。

食痕型:放射孔ち

44. オンタケキクイムシ Pityogenes foveolatus EGGERS , 1926 

Ent. Blätt., 22 , 3 , p.137 

体長は2.0-2.5mm。体形は円筒形で，体色は光沢のある黒色，麹鞘斜面部は赤褐色味を帯びる個体が

多く，口器，触角， 1ìH節は黄褐色。体表面には黄白色の毛を疎にそなえるの

頭部は雄では隆起し，小穎粒とやや大きな点刻を密にそなえ，長毛を有し，前頭の下方には浅い横の凹

陥部をそなえ，中央線は隆起する。雌では隆起弱く，前頭の上部に深い円形の穴を有し，その周辺には短

毛を密生し，非常に微細な点刻と側方に小穎粒を有し，長毛を生ずる。複眼は長楕円形。触角の中間節は

5 節からなり，球梓部は卵形で先端は圧せられる。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁は基部よりじょ

じょに丸く狭まる。背面は隆起し，前半部は密な小瓦状片と短毛をそなえ，後半部は中央線が光沢強く，

隆起し，その側方は凹み，やや大きな点刻を密にそなえる。小楯板は半円形で，表面は光沢が強い。麹輸

は前胸背板の基部と等幅で，その長さは幅の約1.7 倍，似IJ縁は基方 2/3 がほぼ平行し，その後方はゆるく

丸まる。背面の点列部は狭く，中庸の深い点刻からなり，長毛を生じ，第1， 2 点列部は浅く凹み， ~J間

部は幅広く，わずかに隆起し， 1 列に並んだ点刻列と長毛を生ずる。斜面部は麹輸の長さの 2/3 より始ま

り，会合線はわずかに隆起し，短毛を列生しその両側は凹み，細かく点刻され， 3 歯を有し，雄の第 2

歯は大きく，鍵形に強く湾曲する。

分布:北海道，本州，千島，カムチャッカ。

加害樹種:ゴヨウマツ，ハイマツ，エゾマツ。

新記録: 1 合，北海道アポリ岳， 1961年10月，上条昭採集う 3 (1)合， 7 ♀♀，北海道大雪山，ハイ

マツ， 1963年 6 月，高橋慶二郎採集。

45. マツノムツバキクイムシ ゐs acuminatus (GYLLENHAL) , 1827 

Ins. Suec., 4, p.620 

体長は 3.1mm 内外。体形は円筒形で，体色は光沢のある黒褐色，複眼は黒色， 口:器，触角，脚は褐

色。体表面には長毛を密にそなえる。

頭部は縦織状の点刻を有する。前頭は弱く隆起し，下部はかるく抑圧され，小頼粒突起を密に，長毛を
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やや疎にそなえる。複限は長楕円形で，前縁は丸く凹む。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短卵形

で，中央部が突出した 2 波状の横織をそなえる。前胸背板の長さは幅よりはるかに大きく，側縁は中央部

において幅広しその前後はかすかに丸まるつ背面は強く隆起し，長毛を生じ，前半部はゆるく傾斜し，

鱗片状突起を密布し，後半部には点刻を有し，側方の点刻は大きくかっ密になるの小楯板はほぼ五角形，

背面はわずかに隆起し，平滑で光沢が強い。麹輸は前胸背板の基部と等幅で，その長さは幅の約1.4 倍，

側縁は基方 2/3 が平行し，その後丸まる。背面の点列部は狭く，浅く凹み，比較的ノトさい点刻よりなり，

列間部は幅広く，わずかに隆起し.ほとんど点刻されず，後方には小穎粒突起を不規則にそなえ，基部お

よび後部には長毛をそなえる。斜面部は麹輸の長さの 2/3 より始まり，中央部は凹み，ややいびつな円形

で，細j長刻を疎にそなえ，光沢が強く，会合線の両側は隆起し，短毛列を有し，両側部には 3歯をそなえ

るが，雄の第 3歯は先端が 2 分し，強大，斜面部の後端は強く丸まり，多少上方に反転し，会合線は突出

する。

分布:北海道，本州，四国，カムチャッカ，シペリア，満州、1，朝鮮，欧州七

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，エゾマツ，カラマツ 3

食痕型. ，放射孔。

46. マツノオオキクイムシ(カラマツヤツバキクイ ) Ip8 cembrae (HEER) , 1836 

Obs. Ent., p. 28 

体長は4.6-5.5mm。体形は円筒形で，体色は光沢の強い褐色ないし黒色，触角，脚はやや淡褐色。体

表面は長い毛におおわれるう

頭部の前頭は小頼粒突起を密にそなえ，光沢が少なく，長毛を有し，中央部の下半は弱く隆起する。複

眼は長楕円形，前縁はわずかに凹むう触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短卵形で，中央部の突出し

た 2 波状の横織を有する。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁は基部の少し前方において最大幅とな

り，前後にわずかに丸く狭まる。背面の前半部はj鱗片状突起を密にそなえ，後半部は中庸の点刻におおわ

れるが，両側部，基部の点、刻は小さく密になり，中央部を除き全面に長毛を生ずる。小楯板は半楕円形

で，平滑でわずかに隆起するう麹鞘の長さは幅の約1.6 倍，伊llJ縁はほぼ平行し，先端は丸まるう背面の点

列部はほとんど凹まず，幅広く，やや大きな点刻よりなり，列間部は弱く隆起し，浅いが明りような点刻

列と長毛をそなえる。斜而部は麹鞘の長さの 2/3 より始まり，やや楕円形，中央部は凹み，会合線の両側

は弱く隆起し，全面に大きな浅い点刻と長毛をそなえ，斜面部周辺には 4 歯を有し，第 3歯の基部は隆起

し，麹端は丸まり，反転し竜骨状をなす。

分布:北海道，本州，千島，樺太，シベリア，満州，朝鮮，欧州。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，ストロープマツ，カラマツヨ

食痕型:複縦孔。

47. マツノトゲキクイムシ Ip8 multidentatu8 MURAYAMA , 1953 

Bull. Fac. Agr. Yamaguti Univ , 4, p.34 

体長は2.35-2.40mm。体形は長精円形で，ほぼ円筒形，体色は光沢の強い赤褐色ないし黒色，脚は褐

色，鮒節は黄褐色。前胸背板の前縁には長毛を生ずる。

頭部は大きな点刻をそなえ，簸が多い。前頭は中央に縦隆起線をそなえる 3 触角の球梓部は丸く，ほぼ

直線状の 2 本の横鍛をそなえる。複眼は黒色で大きし腎臓形。前胸背板の長さは幅よりわずかに長く，
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側縁はわずかに丸まる。背面は凸状，中央部は斜め横に圧せられ，前半部は密に強く粗造で，後方は比較

的丸い点刻を疎にそな;t，わずかに隆起した中央線をそなえる。小楯板は小さく半円形で光沢があるち麹

鞘は円筒形，前胸背板と等幅で，その長さは幅の約1.5 倍， {則縁は基方 3/4 が平行し，その後方はじよじ

ょに丸く狭まる。背面は大きく丸い点刻列をそなえ，第 1 点列部は強く凹み，後方において幅広く深くな

る、列間部は広く，かろうじて凸出し， 171Jに並んだ細かい毛の生えた点刻と敏を有するが，この点刻は

後方に大きくなり，第 171J間部は 4-5 個の尖った車Jjを有し，第 2列間部には円錐形の刺をそなえ，会合

線には小さな突起列をそなえる内斜面部は比較的傾斜が強く，丸まった円形で深く凹み，光沢があり数列

にならんだ浅い点刻をそなえ，側方には多くの尖った刺を列生し，その内側の刺列は背面の第 1 列間部の

刺につながり，その後方の刺は大きく，第 23司l間部の上端にある刺が最も大きく，第 1 71J間部の上端と第

3 列間部の下端近くにある各刺は大きく，後縁は鈍鋸歯状をなす勺

分布本州。

加害樹穏:アカマツ。

食痕型:複縦孔勺

本種は来だ検しえないので上記は原記載によった。

48. トサキクイムシ Ips tosaensis MURAYAMA , 1950 
Trans. Shikoku Ent. Soc. , 1, 4, p.52 

体長は2.0-2.1mm、体形は円筒形で，体色は光沢のある黒褐色，触角，肢は淡色ぅ体表面はやや疎な

長毛におおわれる勺

頭部前頭はほぼ平坦で，口の上方は弱く凹み。不明りような中央隆起線をそなえ，表面は大きな点刻に

おわれ長毛を生ずる。複眼は長楕円形で，前縁は丸く凹む。触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は丸い

お卵形。前胸背板はほとんど長さと幅が等しく，仮IJ縁協かすかに丸まるの背面の中央部前方は隆起し，そ

の後方は凹み，前方には密な鱗片状突起と長毛を有し，後方にはやや疎な大きな点刻と短毛をそなえ，中

央線は不明りように隆起するうノl、楯板は小さく三角形で光沢が強いう麹輸は前胸背板と等幅で，その長さ

は幅の約1. 6 倍，仮IJ縁は麹輸の長さの 2/3 まで平行し，その後方は丸まるの背面の点列部は大きな点亥IJ よ

りなり，短毛を疎に生じ，第 1 点列部は強く凹み，タj間部はわずかに隆起し，敏と細かい点刻と長毛をそ

なえる内斜面部は麹鞘の長さの 2/3 より始まり，やや長い円形，会合線は弱く隆起し長毛を生じ，点列部

は細かい点刻よりなり，側縁には 3 本の鋭く尖った歯をそなえ，第 2 歯と第 3 歯の距離は第 1 歯と第 2歯

の間隔の 2 倍"

分布. ，本州，四国，九州・|ゥ

加害樹種:アカマツ，クロマツ。

食痕型:複縦孔ラ

49. ヤツバキクイムシ Ips typographus (LINNÉ) , 1758 
Syst. Nat., 10, p.355 

体長は4.5-5.5mm，体形は円筒形で，体色は光沢の強い褐色ないし黒色，触角，脚はやや淡色。体表

面は長毛におおわれるう

頭部前頭は密な小額粒におおわれ，長毛を生じ，下方には癌状の突起をそなえ，その上方は長楕円形に

弱く凹む。頭頂は掻傷状の点、刻と小点爽lをそなえる。複眼は長楕円形で，前縁は半円形にえぐられる。触
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角の中間節は 5 節からなり，球梓部は短卵形で，外面には 2 波状の 2 本の鍛を有する。前胸背板の長さは

幅よりわずかに大きし側縁はわずかに後方に広がる。背面の前半部はじよじょに傾斜し，長毛と鱗片状突

起をそなえ，後半部は一様に隆起し，中庸の点亥IJをやや密に有し，中央部には平滑な縦線をそなえ，両側

部には密な点刻と長毛をそなえるうノ!、楯板はほぼ半楕円形，わずかに隆起し光沢が強い今麹輸は前胸背板

と等幅で，その長さは幅の約1.3 倍，側縁は中央部までごくわずかに広がれその後方は狭まる。背面の

点列部はやや狭く，少し凹み，比較的小さい点刻よりなるが，後方の点刻は大きくなる。列間部は幅広く，

前半部はほとんど点刻を欠く、斜面部は凹み，光沢強く，不規則な点刻を有し，会合線付近は弱く隆起し，

斜面部の周辺には長毛を有するが，中央部は無毛，恨!J方には 4 歯を有するが，第 3歯は強大で先端が少し

ふくらむ今後縁は丸く，多少反転し，竜骨状をなす。

分布:北海道，本州，樺太，シベリア，満州，欧州n

加害樹種:チョウセンゴヨウマツ，ヒメコマツ，オウシュウアカマツ，ストロープマツ，ポンデローザ、

マツ，オレゴンパインヲ トドマツ，エゾマツ，トウヒ。

本種の日本，樺太に分布するものは麹鞘斜面部の光沢が強く m シベリア，欧州|に分布する個体は光沢が

なく地方型のように考えられる 3

50. マツノツノキクイムシ OrthotomicU8 angulatu8 (EICHHOFF) , 1875 

Ann. Soc. Ent. Belg., 18, p.200 

体長は 3.4mm 内外。体形は円筒形で，体色は光沢の強い赤褐色ないし黒禍色，口器，触角，脚は赤禍

色‘体表面は黄褐色の長毛におおわれる吋

頭部は細点刻におおわれる、前頭は前方両側においてやや凹み，密な小頼粒と長毛をそなえる。複眼は

前縁に凹陥部を有し，長楕円形。触角の中間節は 5 節よりなり，球梓部は短円形で，外面には中央が先端

に突出した 2 波状の織をそなえる、前胸背板の長さは幅よりわずかに大きし仰l縁はほぼ平行する η 背面

の前半部はじよじょに丸く傾斜し，鱗片状突起を密にそなえ，後半部は大きな点~Jをやや密に有し，中央

部には平滑な縦線を有し，前方.側方には長毛をそなえるヲ小楯板は長円形で，光沢が強い。麹輸は前胸

背板と等!隔で，その長さは幅の約1.5 倍，側縁は麹輸の長さの 2/3 まで平行し，その後方は丸く狭まる。

背面は強く隆起し，点列部は明りような点刻からなれ後方の点刻は大きくなり，第 1 点列部は強く凹

む弓列間部は広しやや隆起し 13日jに並んだ細点刻と短毛を疎にそなえるが，点刻は後方に大きく密に

なる。斜面部は念、に裁断され，強く凹み，上方がやや狭まった円形で，会合線付近は隆起し長毛を有す

る。表面は短毛の生じた大きな点刻をそなえる、斜面部周辺には鋭く尖った4 歯を有し，その歯の外方に

は各々小さい癌状突起をそなえ，第 2 歯は大きく，基部がふくらみ，後縁は細かい波状をなすう雌では歯

がノl、さくかっわずかに内方に位置する。

分布. ，本州，四国，九州，琉球，台湾，支那今

加害樹種.アカマツ，ヒメコマツ，クロマツ，リュウキュウマツ，タイワンマツヲスギ，ヒノキ。

食痕型・放射孔。

51. マツカワノキクイムシ OrthotomicU8 proximu8 (EICHHOFF) , 1867 

Berl. Ent. Zeit., 11 , p.4ffi 

体長は 3.3mm 内外ヲ体形は円筒形で，体色は光沢のある赤褐色ないし黒褐色，口器，触角，町J節はや

や淡色、体表面は黄褐色の長毛におおわれる。
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頭部は大きな点刻を密にそなえる今前頭は弱く隆起し，下方両側は弱く凹み，全面に粟粒状穎粒と毛を

有する。複眼は前縁が丸く凹んだ長楕円形ヲ触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は短円形で，外面には

中央部が先端に突出した 2 波状の敏をそなえる。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁はわずかに丸ま

る。背面の前半部は鱗片状突起と長毛を有し，後半部は中央部に平滑な縦線をそなえ，その側方には大き

な点刻と後縁，側縁には長毛を有する。ノl、楯板は半円形で，表面は光沢が強い。麹輸は前胸背板と等幅

で，その長さは幅の約1.5倍，側縁は麹鞘の長さの約 2/3 まで平行し，その後方はじよじょに丸まるう背

面の点列部は弱く凹み，大きな点刻よりなり，後方の点~Jは前方のものより大きい。列間部はやや幅狭く

わずかに隆起し，疎な点刻列をそなえ，この点刻は後方に大きくなるう斜面部は強く凹み，正円形，会合

線は隆起し，毛列を有し，全面に粗大な点刻とやや短い毛をそなえ，周辺部上方に鋭く尖った 4 歯をそな

え，第 2歯の基部はふくらみ，第4 歯外方には癒状突起を有するが，その他の歯の外方には突起を欠き，

後側縁は波状をなす。雌では歯が小さくかっ内側に位置する。

分布:北海道，本外1，四国，九州，シベリア，朝鮮，欧州|。

加害樹種:アカマツ，ゴヨウマツ，クロマツラ

食痕型:放射孔。

日本産の本種を検しえなかったので上の記載はシベリア，欧州産の個体によったラ

52. ホンスンキクイムシ OrthotomicU8 8uturali8 (GYLLENHAL) , 1827 

Ins. Suec., 4, p.622 

体長は 3mm内外。体形は円筒形で， {;本色は光沢のある赤褐色ないし黒禍色，口器，触角，鮒節は黄褐

色。体表面は黄褐色の長毛をそなえるの

頭部は明りような点刻を密布する。前頭は中央部において隆起し，その両側は弱く凹み，小穎粒と長毛

を有する勺触角の中関節は 5 節よりなり，球梓部は卵形で，外方には基部に湾入した鍛を有する。複眼は

長楕円形で，前縁は丸くわずかに湾入する。前胸背板の長さは幅より大きく，側縁は前方に狭まる。背面

は隆起し，前半部には長毛を疎生し，鱗片状突起を密にそなえ，後半部は中央部が縦に弱く隆起し，密な

大きな点刻をそなえ，両側部，後縁には長毛を生ずる。小楯板はほぼ半円形で光沢が強い。麹輸は前胸背

板と等幅で，その長さは幅の約1.65倍，倶IJ縁は基方 3/4 がほとんど平行かわずかに後方に広がりヲその後

丸まる η 背面の点列部はやや広く，わずかに凹み，大きな点刻よりなり，後方には短毛をそなえるう列間

部はやや狭くわずかに隆起し，長毛の生えた大きな点刻列を有する。斜面部は急に傾斜し，細長い円形で

強く凹むが，会合線の両側において弱く隆起し，毛列をそなえ，その両側部は粗大な点刻をそなえる。周

辺部の第 1 ， 2 , 6歯は鋭く尖り，基部はやや隆起し，第 1 歯と第 2歯の間隔は左右の第 1 歯の間隔より

はるかに短く，後縁は波状をなさず丸まる。雌の歯は小さくより内方に位置する。

分布本州，樺太，シベリア，朝鮮，欧州。

加害樹種:アカマツ，チョウセンゴヨウマツ，ハイ 7ツ，クロマツ，トウヒ。

食痕型:不規則縦孔。

日本産の本種を検しえなかったので欧州，シベリアの標本によった。
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松に寄生するキクイムシについて分類学的に直接関係する重要な文献のみを上げたョさらに詳細は 46)

KLEINE および 117) SCHEDL を参照されたいラ

図版説明

Plate 1. 

1. マツノカパイロキクイムシ Hylurgo.ρs glabratus (ZETTELSTETT) 

2. マツノスジキクイムシ Hylurgops interstitialis (CHAPUIS) 

3. ニホンカパイロキクイムシ Hylurgops niponicus MURAYAMA 

4. マツノホソスジキクイムシ Hylastes parallelus CHAPUIS 

5. "7ツノヒロスゾキクイムシ Hylastes Plumbeus BLANDFORD 

6. ケミゾカキクイムシ Blastophagus brevipilosus EGGERS 

7. "7ツノコキクイムシ Blastophagus mi開or (HARTIG) 

8. マツノキクイムシ Blastophagus ρiniperda (LINNﾉ) 

9. アカマツネノキクイムシ Hylurgus ligniPerd'l (LINNﾉ) 

Plate 2. 

10. キソキクイムシ Polygra.ρhus kisoensis NII]IMA 

11. トドマツノキクイムシ Polygraρhtts proximus BLANDFORD 

12. トウヒノキクイムシ Polygra，ρhus subopacus THOMSON 

13. トウヒノホソキクイムシ Cゅturgus pusillus (GYLLENHAL) 

14. カノミイロホソキクイムシ Crypturgus tuberosus NI]IIMA 

15. トウヒノネノキクイムシ Dryocoetes autograPhus (RATZEBUR(;) 

16. ツガアト "7 Jレキクイムシ Dryocoetes brevi，戸losus MURAYAMA 

17. ハイマツアトマルキクイムシ Dηocoetes pini NllJIMA 

18. アトマルキクイムシ Dryocoetes rugicollis EGGERS 

Plate 3. 

19. ヤマトキクイムシ Po:xilíρs ja，ρonicus EGGERS 

20. ケブカキクイムシ PoeciliPs nubilus (BLANDFORD) 

21. キイロキクイムシ Cηφhalus fulvus NIIJIMA 

22. ネツカコキクイムシ CrYPhalus jeholensis 孔1URAYAMA

23. カラマツコキクイムシ Cryphalus laricis NllJIMA 

24. トドマツノコキクイムシ Cry，ρhalus piceae (RATZEBURG) 

25. /'ンノキキクイムシ，雌均'losandrus germanus (BLANDFORD) , female 

26. ノ、ンノキキクイムシ，雄 Xylosandrus germanus (BLANDFORD) , male 

27. ツヤナシキクイムシ，雌 Xyle'Jorus adumbratus BLANFORD , female 

Plate 4. 

28. ツヤナシキクイムシ，雄 Xyleborus adumbratus BLANFORD , male 

29. ニレザイノキクイムシ，雌おI[eborus apicalis BLANFORD , female 

30. ニレザイノキクイムシ，雄 Xyleborus apicalis BLANFORD , male 

31. クワノキクイムシ，雌 Xyleborus atratus ErcHHoFF , female 

32. クワノキクイムシ，雄 Xyleborus atratus ErcHHoFF , male 

33. アカクピキクイムシ，雌 Xyleborus rubricollis ErcHHoFF , felllale 

34. アカクピキクイムシ，雄均leborus rubricollis ErcHHoFF , male 

35. サクセスキクイムシ，雌均lebor附 saxeseni (RATZEBURG) , female 

36. サクセスキクイムシ，雄 Xyle90rus saxeseni (RATZEBURG) , male. 
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Plate 5. 

37. ハンノスジキクイムシ，雌 Xyleborus seriatus BLANDFORD , female 

38. トドマツオオキクイムシ，雌 均'leborus validus EICHHOFF , female 

39. トウヒノヒメキクイムシ Pityψhthorus jucundus BLANDFORD 

40. ホシガタキクイムシ Pityogenes chalcograPhus (L町NÉ)

41. オンタケキクイムシ Pityogenes foveolatus EGGERS 

42. マツノムツバキクイムシ，雄 Ips acuminatus (GYLLENHAL) , male. 

43. <'ツノオオキクイムシ Ips cembrae (HEER) 

44. トサキクイムシ争s tosaensis MURAYAMA 

45. ヤツパキクイムシ Ips typogra，ρhus (LINNﾉ) 

Plate 6. 

46. マツノツノキクイムシ OrthotomictlS angulatus (EICHHOFF) 

47. マツカワノキクイムシ Orthotomicus proximus (EICHOFF) 

48. ホンスンキクイムシ Orthotomicus suturalis (GYLLENHAL) 

Bark-beetles Injurious to Pine in Japan(l) 

Akira NOBUCHI 

(Résumる)

45 ー

Serious damage is caused by our pine bark-beetles every year and an extensive outbreak 

recently occurred in young and mature stands of pine in the southern half of this country. 

The Japanese pine bark-beetles belonging to Scolytidae are comprised of 52 species in 16 

genera as mentioned in Table 1, and are the most destructive enemies of pine forests. The 

purpose of this report is to provide data for foresters in determining those pine bark-beetles 

of Japanese forests , and to submit a description of a new male of Xyleborus aJりicalis BLANDFORD. 

Key to species of Japanese bark-beetles 

injtlrious to pine 

1. Head salient , not entirely concealed beneath prothorax and partly visible from above. ... 

2 

Head strongly retracted into and entirely concealed from above by prothorax. …………15 

2. Eyes completely divided in middle. Antennal clubs strongly compressed and solid. ・・・…3

Eyes not divided. Antennal clubs not compre3sed and 4-segmented. ・・ ……・・ ……………・・・6

3. Elytral interstices with a row of granules. …………・.._.....… POか'graρhus kisoensis NII]IMA 

Elytral interstices without row of granuleô. ………一 ……………………………...・H・"……・・ …4 

4. Body larger (2.5 to 3.2mm.). Antennal funicles 6-segmented. …………………一…………5

Body smaller (1.6 to 2.4mm.). Antennal funicles 5-segmented. . 

. PolygraPhus subopacus THOMSON 

5. Elytra stout , two-thirds as wide as long ; striae indistinct. 

PolygraPhus proximus BLANDFORD 

( 1 ) Studies on Scolytidae V. 
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Elytra slender , one-third as wide as long ; striae distinct. 

…Polygra，ρhus meakanensis NIIJIMA 

6. Basal margin of elytra with a granulate carina , curved.... ・H ・...........………......・H ・ ...........7

Basal margin of elytra without granulate carina , nearly strai邑ht.……………...・H ・.....・H ・ ..10

7. Elytra strongly shining ; interstices sparsely setose. Prothorax longer than wide. ………8 

Elytra rough and weakly shining ; interstices closely setose. Prothorax shorter than 

wide.... ・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.. Hylurguss ligniperda (LINNﾉ) 

8. 2nd interstice of elytral declivity impressed and without setigerous granules. ...・H ・..……9

2nd interstice of elytral declivity weakly convex and with setigerous granules. ...・H ・-

. Blastoρ'hagus minor (HARTIG) 

9. Hairs on elytral interstices longer and arranged in a row. Body larger (4.0 to 5.0mm.). 

. Blastophagus pinかerda (LINNﾉ) 

Hairs on elytral interstices shorter and irregularly arranged. Body smaller (3.2 to 

3.7mm.). ...・ H ・..…...・H ・.....・H ・..……...・ H ・..…...・H ・.....・H ・..……Blastoρhagus brevipilosus EGGERS 

10. Prothorax shorter than wide ; lateral sides strongly narrowing anteriorly , constricted 
anteriorly. 3rd tarsal segment remarkably wider than 2 rid. …...・H・..…………………………11

Prothorax not or slightly longer than wide; lateral sides widest in middle , weakly 
narrowing anteriorly and posteriorly. 3rd tarsal segment nearly equal or slightly wider 

than 2 nd.……H ・ H・……………...・H ・H ・ H ・..……...・H ・..…...・H・..……………...・H ・.....・H・..…………… 13

11. Elytra coverecl with golden ancl white scales , which form irregular white markings. . 

. Hylurgo，ρs niponicus MURAYAMA 

Elytra covered with golclen scales , lacking white scales. ……………………………...・H・..… 12

12. Punctation on prothorax consists of one kind of puncture in diameter. Hairs on 

elytral interstices short; 2nd interstice not impressecl at cleclivity. . 

…....・ H ・.....・ H ・ Hylurgo.ρ's glabratus (ZE廿ELSTEπ〉

Punctation on prothorax intermixecl with small and large ones. Hairs on elytral 

interstices long ; 2 ncl interstices impresseJ at declivity. …Hylurgops interstitialis (CHAPUIS) 

13. Body larger (about 4.5 mm.). Frons markecl by a longitudinal carina. . 

……….....・H ・.......・ H・-…Hylastes ρarallelus CHAPUIS 

Body smaller (2.0 to 3.0mm.). Frons clevoid of longitudinal carina. ………...・H ・.....・H ・ ..14

14. Hairs of elytral interstices arranged in a row from base to apex. …・・

Hylastes attenuatus ERICHSON 

Hairs of elytral interstices arrangecl in irregular clouble rows. . 

. Hylastes plumbeus BLANDFO即

15. Apical and inner margin of maxillary lobes with many narrow setae. Ambrosia-

beetles. ...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・H ・....・ H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..… 16

Apical and inner margin of maxi1lary lobes with rather sparse , wider ancl tooth-like setae. 
Bark-beetles or pith borers. ・H ・H ・.....・ H・-…………………...・H・..…...・H ・......・ H・-……...・H ・H ・H ・ ..25

16. Anterior coxae wiclely separated. Prothorax with a very small tuft of short hairs at 

middle of basal margin. .............................................あ加'andrus germanus (BLANDFORD) 

Anterior coxae contiguous to each other. Prothorax without small tuft of setae at 

basal margin. …………………...・H・..……………....・H・..…...・ H・....…...・H ・..…...・H・-………………17

17. Prothorax rugose at basal portion. ...・H ・..………...・H・..………Xyleborus rubricollis EICHHOFF 

Prothorax punctured at basal portion. ...・ H ・-…....・H ・....…・………・・・…・・・・・・…・・・…...・H ・ ........18

18. Scutellum very narrow , almost carina-like shapecl. …H ・ H・均leborus saxeseni (RATZEBURG) 
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Elytra slender , one-third as wide as long ; striae distinct. 

..Poか'gra，ρhus meakanensis NIIJIMA 

6. Basal margin of elytra with a granulate carina , curved. ………・・・………………......・H ・H ・H ・ ..7

Basal margin of elytra without granulate carina , nearly strai邑ht.……...・H ・.....・ H・..………10

7. Elytra strongly shining ; interstices sparsely setose. Prothorax longer than wide. ………8 

Elytra rough and weakly shining ; interstices closely setose. Prothorax shorter than 

wide.... ・H ・..……...・H ・..…...・ H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・ H ・.. Hylurguss li旨却iPerda (LINNﾉ) 

8. 2nd interstice of elytral declivity impressed and without setigerous granules. 一………….9

2nd interstice of elytral declivity weakly convex and with setigerous granules. . 

. Blastoρhagus minoグ (HARTIG)

9. Hairs on elytral interstices longer and arranged in a row. Body larger (4.0 to 5.0mm.). 

. Blastophagus piniperda (L悶NÉ)

Hairs on elytral interstices shorter and irregularly arranged. Body smaller (3.2 to 

3.7mm.). …………………...・H ・....・ H ・...・H ・..…・H ・H ・.....・H ・-・……Blastoρhagus brevipilosus EGGERS 

10. Prothorax shorter than wide ; lateral sides strongly narrowing anteriorly , constricted 

anteriorly. 3rd tarsal segment remarkably wider than 2 rid. ……・・・……...・H・..………...・H ・ ..11

Prothorax not or slightly longer than wide ; lateral sides widest in middle , weakly 
narrowing anteriorly and posteriorly. 3rd tarsal segment nearly equal or slightly wider 

than 2 nd. ………………………...・H・..…………...・H・..………'"・H・..………・・・…………...・H ・.....・H ・ "13

11. Elytra covered with golden and white scales , which form irregular white markings. …… 
. Hylurgo，ρ's niPonicus MURAYAMA 

Elytra covered with golden scales , lacking white scales. ・・・ H ・ H ・…...・ H・..…………...・H・-・… 12

12. Punctation on prothorax consists of one kind of puncture in diameter. Hairs on 

elytral interstices short; 2nd interstice not impressed at declivity. . 

…Hylurgops glabratus (ZETTELSTETT) 

Punctation on prothorax intermixed with small and large ones. Hairs on elytral 

interstices long ; 2 nd interstices impresseJ at declivity. …Hylurgops interstitialis (CHAPUIS) 

13. Body larger (about 4.5 mm.). Frons marked by a longitudinal carina. ...・ H ・-

…Hylastes paralielus CHAPUIS 

Body smaller (2.0 to 3.0mm.). Frons devoid of longitudinal carina.... ・H ・.....・ H・..………14

14. Hairs of elytral interstices arranged in a row from base to apex. 

Hylastes attenuatus ERICHSON 

Hairs of elytral interstices arranged in irregular double rows. … 
. Hylastes plumbeus BLANDFORD 

15. Apical and inner margin of maxi1lary lobes with many narrow setae. Ambrosia-

beetles. ...・H・..……………………...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..……...・H・..………...・H・..… 16

Apical and inner margin of maxillary lobes with rather sparse, wider and tooth-like setae. 
Bark-beetles or pith borers. ...・H ・.....・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..……・・・…...・H ・ ..25

16. Anterior coxae widely separated. Prothorax with a very small tuft of short hairs at 

middle of basal margin..... ・H・....・ H ・........・H ・-…・...・H ・.....均losandrus germanus (BLANDFORD) 

Anterior coxae contiguous to each other. Prothorax without small tuft of setae at 

basal margin. …...・H ・.....・H ・..……...・H ・-…………………...・H ・.....・H ・..…...・H・..……………………17

17. Prothorax rugose at basal portion. ……….........・H・..…...・H ・..Xyleborus rubricollis EICHHOFF 

Prothorax punctured at basal portion. ………………...・H ・.....・H ・........………・・・……..・………18

18. Scutellum very narrow , almost carina-like shaped. ・H ・H ・ "Xyleborus saxeseni (RATZEBURG) 
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Scutellum wider , triangular or semicrular. …………………...・H ・.....・H・..……………...・H ・ ..19

19. Elytral declivity carinate in outer apical margin. ……………………...・H・..……………...・H ・ ..20

Elytral declivity not carinate in outer apical margin. ……………………………………...・H ・ ..22

20. Prothorax clistinctly longer than wide. ...・H・-・……-…………….Xyleborus festivus EICHHOFF 

Prothorax shorter than wide or slightly longer than wide. …………………………...・H・-…21

21. Prothorax narrowing anteriorly. …………ー………………………Xyleborus validus ErCHHOFF 

Prothorax evenly rounded and not narrowing anteriorly. …… Xyleborus aquilus BLANDFORD 

22. Prothorax covered with clistinct and large punctured. ……・・・………ー・…………...・H・..……23

Prothorax covered with inclistinct ancl fine punctured. …………………………...・H ・.....・H ・ ..24

23. Body larger (3.0 mm.). Prothorax longer than wide ; lateral margins slightly 

narrowing anteriorly from middle and abruptly rounded near by apex. Adults 

bore in woocl. ……・・・…・・・……...・H ・........・H・..…………………………Xyleborus atratus EICHHOFF 

Body smaller (2.5 mm.). Prothorax nearly as long as wide; lateral margins 

gradually narrowing anteriorly from middle. Adults bore under bark. ... 

…Xyleborus seriatus BLANDFORD 

24. Prothorax longer than wide. Elytra stouter; declivity beginning in middle 

and with a small tubercle on 2 nd interstice of beginning of declivity. . 

. Xyleborus apicalis BLANDFORD 

Prothorax shorter than wide. Elytra slender ; declivity beginning before 

middle and with three small tubercles on 1st interstice ancl a few tubercles on 3rd. ・

. Xyleborus septentrionalis NII}IMA and Xyleborus adumbratus BLANDFORD 

25. Prothorax punctured , not asperate. Antennal funicles 2-segmented. ……...・H ・..…...・H ・ ..26

Prothorax asperate on anterior half. Antennal funicle3 3-segmented. ……………...・H・..…27

26. Elytra with small granules on 1st , 3rd , 5th and 7th interstice. ・…

..Crypturgus tuberosus NII}IMA 

Elytra without granules. …...・ H ・..…...・H・..…………...・H ・ ..Cηρturgus pusillus (GYLLENHALL) 

27. Body bearing scales. Prothorax sparsely covered with large asperities. ……...・H・..………28

Bocly clevoid of scales. Prothorax closely covered with fine asperities. ………..…・・- ……34 

28. Elytral interstices very closely covered with scales and a row of long hairs. ……...・H ・ ..29

Elytral interstices with a row of scales. ……......・ H・..………..…………….....・H ・ H ・ H ・...・H ・ ..32

29. Elytral interstices with a row of granules ; striae wider and cleeply impressed. 

…CrYPhalus laricis NII}IMA 

Elytral interstices clevoid of granules; striae narrower ancl not or slightly 

impressed. ……ー・・・・………ー・……………………...・H ・.....・ H ・.....・H ・.....・ H ・..…………......・H・-……30

30. Body rather narrower. Elytra gradually narrowing posteriorly. Frons without 

transverse carina in male. …...・H ・-…………・・ …………………… CrYPhalus piceae (RATZEBURG) 
Body, rather stouter. Elytra strongly rounded near by apex. Frons with a 

transverse carina in male. …………………………………………………………………...・H・.....・H ・.， 31

31. Body yellowish brown. Frons flattened or slightly impressed at upper portion 

。f a transverse car匤a in male. …一…一一……………一一……ー…… Cryp加lus fulvus l'如]IMA

Body dark brown. Frons somewhat elevated at upper portion of a transverse 

carina in male.... ・ H ・.，………...・H・-………・・ ………………………CηIþhalus jeholensis MURAYAMA 

32. Elytral interstices with a row of granules. ……...・H・-……Hypothenemus oblongus NII]IMA 

Elytral interstices without row of granules. ……...・H・-・…………………………H ・ H ・...・H ・..…33

33. Bocly larger (1.8mm.). Antennal funicles 5-segmented. Elytral interstices 
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with uniseriate row of scales and two or three scales on each of its sides... 

Hypothenemus peritus BLANDFORD 

Body smaller (1.3 to 1.5 mm.). Antennal funicles 4-segmented. Elytral 

interstices with a row of scales. ...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.. Cr~ρhalus furukawai MURAYAMA 

34. Basal margin of prothorax narrowly marginate. Metaepisternum nearly concealed 

by elytra. …...・H ・..…...・H ・..…...・H・..……………・・ …...・H ・..…Pityophthorus jucundus BLANDFORD 

Basal margin of prothorax not marginate. Metaepisternum wider. …………………...・H ・ ..35

35. Elytral declivity convex or slightly impressed , obliquely declivous , devoid of 
distinct tooth. ...・ H・..…………ー……・……...・H ・.....・ H ・..………...・H ・..……...・H・..…・・・……・・・………36

Elytral declivity abruptly declivous or widely impressed , armed by distinct 

teeth or tubercles on lateral sides.... ...・ H ・.....・H ・..……...・ H ・.... ……...・H・..…・・・・・………...・ H・…42

36. Body narrower. Prothorax rather weakly convex. …・・……ー・…ー・一……-・・…………...・H ・ ..37

Body wider. Prothorax rather strongly convex. …......・ H ・.....…...・ H ・..…...・H・..……… ・・…38

37. Body elongate. Elytra two times as long as prothoracic length ; strial punctures 

larger. …...・ H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・.....・H ・ H ・ H ・.....・H ・H ・ H ・..…… Poe，α・lips japonicus EGGERS 

Body short. Elytra one and a half times as long as prothoracic length ; strial 

punctures smaller. …...・H・..……・・・……...・H・..…… H ・ H ・...・H ・.....……Poecilips nubilus BLANDFORD 

38. Elytral interstices with two rows of large and small punctures. 

. Dryocoetes brev~ρilosus MURAYAMA 

Elytral interstices with a row of punctures (except basal portion). …………...・H ・H ・H ・..…39

39. Body larger (more than 3.0mm.). …...・ H ・.....・H ・.....・H ・..…...・ H ・..… H ・ H ・-…ー ……・・・…・…40

Body smaller (less than 3.0mm.). ...・ H ・H ・H ・..……H ・ H ・......・ H ・.....・H ・.....・H ・..……...・H・..……42

40. Frons with a longitudinal carina. Punctures on elytral declivity smaller. …………・

. Dryocoetes rugicollis EGGERS 

Frons devoid of longitudinal carina. Punctures on elytral declivity larger. .一……

…Dryocoetes autograPhus RATZEBURG 

41. Body larger (2.4 to 2.7mm.). Interstices of elytral declivity with uniseriate 

row of fine punctures. ………………・・ …・・ …...・ H・..………………………Dryocoetes pini NII]IMA 

Body smaller (2.0 mm.). Interstices of elytral declivity with uniseriate row of 

granules. …………ー・…………...・H ・- ………………・・・…...・H・..……… Dryocetes uniseriatus EGGERS 

42. Apical margin of elytra approximate ventrally. 一・………….. ……………………………・・・……43

Apical margin of elytra not approximate ventrally. ………………...・H・..……ー・……ー・………50

43. Body larger (more than 3.0mm.). …...・ H ・.....・H ・..…...・ H ・.....・ H ・-…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・ ..44

Body smaller (less than 3.0mm.). ……...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・ H ・..…………………...・H・..……49

44. Elytral declivity armed by three teeth on each lateral margin. …Ips acuminatus 

(GYLLENHALL) Elytral declivity armed by four or more teeth...... ・ H・..……………...・H・..… ..45

45. Body larger (more than 4.0 mm.). Elytral declivity rather obliquely declivous 

and feebly reflex apically. ...・ H・..………………………………………・・……・……………・・ …………46 

Body smaller (less than 4.0mm.). Elytral declivity vertically declivous , not 

reflex at posterior margin. …......・H・..…………・・・………………………...・H・-……………・・……47

46. Elytra longer , 1.6 times as long as wide; interstices distinctly punctured; 

declivital face hairy. Frons unarmed tubercles. ……一………...・H・..…… ...Ips cembrae (HEER) 

Elytra shorter , 1.3 times as long as wide; interstices almost impunctate 

(except posterior portion) ; declivity nearly glabrous. Frons armed by a tubercle. 

. Ips typograPhus (L悶NÉ)
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47. Body larger (about 3.5 mm.). Sutures of antennal clubs procurved. Posterior 

margin of elytral declivity strongly sinuate. ……………………………...・H・..………・・・...・ H ・..… 48

Body smaller (about 3.0 mm.). Sutures of antennal clubs nearly straight. 

Posterior margin of elytral declivity not sinuate but rounded. … 
… Orthoto明icus suturalis (GY工.LENHALL)

48. Body rather stout. Interstices of elytra rather wider ; declivity nearly circular 

with narrowing anterior portion ; lateral teeth of declivity arranged in two rows. 

..Orthotomicus angulatus (ErCHI-IOFF) 

Body rather slender. Interstices of elytra rather narrower ; declivity circular ; 

lateral teeth of declivity seriate in a row. …………...・H ・ ..Orthotomì・'cus proximus (ErcHHoFF) 

49. Declivity of elytra with three teeth. …・・ ……'"・H ・.....・ H・-・……… ..Ips tosaensis MURAYAMA 

Declivity of elytra with numerous teeth. 目・・………・…ー・…・・……Ips multidentatus MURAYAMA 

50. Elytral striae distinct and consist of large punctures. In male 2nd tooth of 

elytral declivity long and curved downwardly. ……………………Pityogenes foveolatus EGGERS 

Elytral striae indistinct and consist of small punctures ; declivital teeth short 

and not curved.... ・ H ・ H ・ H ・_....・H ・"'_'・ H ・-……………'"・H・-…ー Pityogenes chalcographus (LrNNE) 
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